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S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

改修後　拡声、自動火災報知設備　１階平面図

改修後　拡声、自動火災報知設備　２階平面図

S=1/100

S=1/100改修前　拡声、自動火災報知設備　２階平面図

改修前　拡声、自動火災報知設備　１階平面図

改修前　幹線、動力設備　１階平面図

改修前　幹線、動力設備　２階平面図

改修前　幹線、動力設備　３階、屋上平面図

改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
１階平面図

改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
２階平面図

改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
３階、屋上平面図

改修前　電灯(コンセント)設備　１階平面図

改修前　電灯(コンセント)設備　２階平面図

改修前　高圧単線結線図、キュービクル姿図
盤結線図

S=1/200

S=1/100

天井改修　１～３階平面図、石綿含有調査一覧表

S=1/100改修後　電灯(コンセント)設備　２階平面図

S=1/100改修後　電灯(コンセント)設備　１階平面図

S=1/100

S=1/100

改修後　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
２階平面図

改修後　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
３階、屋上平面図

付近見取図、配置図、工事概要、特記事項 S=1/250

NO SCALE

NO SCALE
凡例表、石綿含有建材に係る石綿飛散防止対策に
ついて、建築物解体材処分のフロー

高圧単線結線図、屋外型キュービクル参考姿図
構内引込柱参考図

非常用発電機、燃料タンク参考姿図

S=1/ 30

S=1/ 20

非常用発電機計算書

NO SCALE

NO SCALE

NO SCALE

盤結線図1

盤結線図2

盤結線図3

S=1/100

NO SCALE動力・電灯設備幹線系統図

NO SCALE配線リスト

改修後　幹線、動力設備　１階平面図

S=1/100

照明器具参考姿図

改修後　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備
１階平面図

改修後　幹線、動力設備　２階平面図

改修後　幹線、動力設備　３階、屋上平面図

NO SCALE

S=1/100

S=1/100

S=1/ 30
S=1/ 50

改修後　１階機械室平面詳細図1

S=1/ 30
S=1/ 50

改修後　１階機械室平面詳細図2

NO SCALE特記仕様書

NO SCALE

NO SCALE

特記仕様書（改修その１）

特記仕様書（改修その２）

改修前　電灯(コンセント)設備　３階、屋上平面図

改修後　電灯(コンセント)設備　３階、屋上平面図
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区分 項目 特記事項

　７．

特記事項項目区分 特記事項区分

　３．

（１）　各機器の取付高さは、原則として下記による。　７．

品　　　　　名

手元開閉器、マグネット押釦

スイッチ　　　　　　　　　

分電盤、操作盤等　　　　　

引込開閉器　　　　　　　　

屋外側壁灯　　　　　　　　

自動点滅器　　　　　　　　

工場作業室、洗濯室等　

一般室 （事務室等）

壁付台 、作業台上 　　

和室及び住宅内　　　　

シルバー住宅用スイッチ　　　

（２）　上記高さに取付困難な場合は監督員の承諾を得ること。

（２）　主幹用配線用しゃ断器（漏電しゃ断器の場合も含む）

　　　制御盤は、原則として露出型とする。

　　　のしゃ断電流は、特記のない場合５，０００Ａ以上とする。

　８． （１）　分電盤、制御盤は標準仕様書による。

（４）　屋外盤の扉はパチン錠付とする。

　　　　●要　　○不要

１１．

　９． 　制御盤、配電盤などの表示灯用ランプ、ヒューズ類の予備品は、

１０．

１２．

１３．

図面に特記あるときを除き、本特記仕様書その他の１項による。

なお、撤去再取付機器については、撤去前に動作確認を行うこと。

（５）　接地極（接地抵抗値はおおむね５Ω以下とする）

　ア　主　極・・・銅板　１．５×９００×９００以上のもの１枚

　イ　補助極・・・銅棒（１４φ×１，５００）

　図面に特記あるときを除き下記による。１４．

（１）　接地極に用いる銅棒は（１４φ×１，５００）

（２）　アースボンドは、ラジアスクランプによる。

１５．

　１．

　本特記仕様書電力設備工事の１４項による。　４．

　図面仕様によるほか、高圧受電設備規程及び配電規程等による。

　５．

　７．

　８．

　　　　距離の最小値は、標準仕様書（表１．１．２）による。

区分 項目 特記事項

（１）　発電機

（２）　ディーゼル機関、タービン機関

　　　　共通台床式で防振装置付とする。

（３）　充電装置

　　　　充電器は自動定電圧装置および過充電防止装置付とする。

　１．

　本特記仕様書電力設備工事の１項による。

電気時計

拡声

火災報知

緑または緑／黄接地線

（２）　通信線の色別順は、青・黄・緑・赤・紫の順とする。

　２．

　３．

　４．

　５．

　６． （１）　各種機器の高さは、原則として下表による。

　接地極は、本特記仕様書電力設備工事の１４項による。

床上 1,800

タタミ上 200

床上 300または、

床上 2,300

床上 2,300

床上 1,300

床上 2,300

床上 1,300

床上 800～1,500

床上 2,100

床上 2,300

床上 1,800

床上 800～1,500

床上 800～1,500

床上 800～1,500

Ｐ形発信機　　　　　　

総合盤　　　　　　　　

受信機操作部　　　　　

副受信機　　　　　　　

電話用位置ボックス

親　　　　時　　　　計

小　　　　時　　　　計

ス 　ピ 　ー 　カ 　ー

音　 量　 調　 整　 器

表　示　器　・　電　鈴

同上操作スイッチ等

品　　　　　名 中心高さ　（ｍｍ）

（２）　上記高さに取付困難な場合は監督員の承諾を得ること。

　７．

　８． （１）　測定は、測定場所に適合した電圧の絶縁抵抗計を使用

　　　　すること。

（２）　１回路又は１系統当たり線間、対地間共５ＭΩ以上とする。

　　　　但し，新設部分においては、おおむね５０ＭΩ以上とする。

特記仕様書

分　　　　類 内　　　　容

ス  　ラ　  ブ

壁　　　　　柱

天井いんぺい

各階工程配管　　　（　　〃　　）

各階工程配管　　　（　　〃　　）

各階工程配管　　　（スケール付）

地 中

埋 設

配　　管

ｹｰﾌﾞﾙｼｰﾄ

接 地 極

基　　礎

内　　部

外　　部

各　工　程　　 　 （　　〃　　）

各　　　極　　　  （　　〃　　）

原則として１基ごと（　　〃　　）

配管挿入面の防水処理状況

各工程配管　　  　（　　〃　　）

原則として１基ごと（　　〃　　）

原則として１基ごと（　　〃　　）

マン

ホール

入　　　　　線

資　　　　　材

工事種別ごと

機器材料ごと

全工事および全景完 　成 　写 　真  

その他監督員の指示した箇所

製作図
その他

　下記機器については製作図を提出し監督員の承諾を得ること。

　９．立会検査を
要する
施工工程

コンクリート埋込配管・・・・・・・・・・・コンクリート打込前

いんぺい配管・・・・・・・・・・・・・・・・・・・配管完了前

地下埋設配管・・・・・・・・・・・・・・・・配管完了埋戻し前

入線配線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・入線配線施工時

機器材料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・現場搬入後

　８．工事打合簿 工事打合簿については、電子メールにて取り交わすことができる。

１２．

１３．

試験成績書

申請書類

（１）　絶縁抵抗測定結果表

　　　　（電線相互間及び電線と大地間）

（２）　接地抵抗測定結果表

　　　　（接地箇所、接地種別ごと）

（３）　高圧保護継電器性能試験結果表

（４）　高圧機器及び高圧ケーブル耐圧試験成績書

　　　上記（１）～（４）については、測定年月日、天候、温度、

　　　湿度、測定者氏名及び測定器製品番号種別を記入する。

（５）　テレビ共同受信電界強度測定結果表

（６）　消防法関係設備合格証明書

　下記事項の試験成績書１部を、出来形確認時に監督員に提出する。

（７）　回路試験結果表

　　　上記については該当なきは不要とする。

（８）　その他監督員の指示するもの。

成し、完成図と一緒に提出する。

　本工事の施工に必要な官公署等への申請書類はその写しを２部ずつ作

１４．

１５．接地標示及び

ケーブル埋設

標示

完成図書

（１）　接地標示

　　　ア　標示方法・・・標示板

材　　　質

黄　銅　板

寸　法 （㎜）

標　　示　　板

　　　ウ　標示板の寸法等は下表の数値以上とする。

（２）　ケーブル埋設標示

　　　ア　標示方法

　　　　　原則として標示板、標柱、標示ピン、及びケーブルシート

　　　　　による。

　　　イ　標示位置

　本工事について設備の概要、機器取扱い要領及び保守に関する説明書、

試験成績書等(保守指導案内書)を２部作成し、完成図と一緒に提出する。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ種

　　　　　ケーブルシートは、全ての地中配管に布設する。ケーブル

　　　　　シートは、管路の深さの二分の一の深さで管路の真上に布

　　　　　設し、管路の埋設幅以上の幅を有すること。標示板は、ケ

　　　　　ーブルが地中へはいる位置で屋外の見やすい位置に設ける

　　　　　こと。標柱は、地中線路の曲折箇所、道路横断箇所、直線

１６．マンホール

　　　ア　構造・・・・鉄筋コンクリート製（設計強度２１Ｎ／ｍｍ

　　　　　　　　　　　とする。

　　　エ　蓋の耐荷重

　　　　　蓋の耐荷重は安全荷重を表示する。耐荷重試験は

　　　　　ＨＡＳＳ－２０９によるものを基準とし、安全荷重の４倍の

　　　　　荷重に耐えるものであること。なお、図面仕様に明記ないと

　　　　　きの破壊荷重は下記による。

　　　オ　蓋の表示

　　　　　マンホール蓋には下記により表示文字を鋳込みもしくは

）

　　　イ　寸法・・・・図面記入寸法により監督員の承認を得ること。

　　　　　刻記する。

　　　　　（ア）　種別表示・・・中央部に「電」とする。

　　　　　（イ）　所有者表示・・周辺部に「鹿児島県」とする。

　　　カ　防水及び水抜

　　　　　（ア）　ブロックマンホールの埋設にあたっては、止水材に

　　　　　　　　　よる防水処置を施して接合する。

２

（１）　ブロックマンホールは、下記による。(●を適用)

　　　　　○Ｒ２Ｋ（２０ＫＮ）　●Ｒ８Ｋ（８０ＫＮ）

　　　キ　ケーブル支持材・・・・・監督員の指示による。

　　　ク　その他・・・　原則として所定の貫通予定箇所以外の貫通は

　　　　　　　　　　　　認めない。

　　　　　（イ）　マンホール内のパイプ挿入箇所は完全な防水処置を

　　　　　する。

　　　　　（ウ）　水抜は監督員の指示による。

１７．

　○樹脂　　○新金属　　○ＷＰ　　●ステンレス

１８．

プレート

配管の塗装

項目

照明器具の取付 （１） 原則として、照明器具は、スラブその他構造体に呼び径

（２） 野縁受けにより支持する場合は、監督員の承諾を得ること。

（３） 吊ボルトは垂直に器具を吊るものとし、インサート位置の芯

　　　９mm以上の吊りボルト等で取付ける。

　　　出し誤差は５cm以内とする。５cmを超える誤差を生じたときは

　　インサート調整金具等により吊ボルト位置の調整をする。

電極棒の長さ　４． 　２．

　３．

　１．

（４） 監督員の指示のあるときは、取付詳細図を提出し、承諾を

　　　 得ること。

（３） 天井又は壁埋込みの場合、ボックスを埋込みすぎないよう

　　 にし、塗りしろカバーと仕上がり面とが約１０mm程度以上埋

　　 込みすぎた場合は継ぎわくを使用する。ただし、ボード張り

（４） ネジ類は、ボックス長さに応じた適正な長さとし、ステン
　　 レスあるいは黄銅製とする。

　　 でボード裏面と塗りしろカバーの間が５mm程度に施工した場

　　 合は、この限りでない。

機器の取付高さ

分電盤制御盤

ヒューズ等の

予備数

電柱および

装柱材料

ボックスの

絶縁塗装

避雷針

避雷導線

避雷接地極

照明器具等

接地工事および

接地極

金属管配線

相の色別

接地工事および

接地極

間隔など

予 備 数

母線相互の

その他

　　　なお、漏電しゃ断器は、ＪＩＳマーク表示品とし単相３線

　　　式電路に設ける場合は、中性線欠相保護機能付とする。

　照明器具は、国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の

特記、凡例および製作図による。

（２）　接地抵抗値については、おおむねＡ、Ｃ種５Ω、

（１）　アースボンド線の太さは標準仕様書(表２．２．１)による。

　２．高圧母線のサイズ

　３．受配電盤

　ＯＥ　○８㎜ ○１４㎜　○２２㎜ ●３８㎜
２ ２ ２ ２

　 　  構造とし、ドアには、ハンドルと連動する上下の押え金具を

　　   設ける。なお両開きドアの場合は左右それぞれ設ける。

（２）　閉鎖配電盤及び半閉鎖配電盤の高圧配線絶縁距離は標準仕

　　　　様書（表１．１．２）による。

　本特記仕様書電力設備工事の２項による。

　電気室内の配線用遮断器等の回路名称については、棟名及び盤名

　を記入すること。

発電装置

電線の色別

防災用発電機

電線の色別

絶縁抵抗値

　図面仕様によるほか下記による。（●を適用）

　　　　始動方式　●電気式　○圧縮空気式

　　　　通風方式　●自己通風式　○強制風冷式

　消防法等による非常電源としての発電設備は、消防法及び建築基

準法に適合したものとする。

端 子 盤

電柱及び装柱材料

接地工事および

接 地 極

ヒューズ等の

予 備 品

機器の取付高さ

位置ボックス

およびジョイント

ボックス

絶縁抵抗値

電 　圧 　側

青

黒、黄または赤

赤　（表　示　線）

黒　（電　話　線）

青　（ベ　ル　線）

黄　（確認ランプ）

マイナスまたは共通

赤または黒

白

白

配線種別

分布型感知器 （単独）

電　鈴　　 　（単独）

標識灯　　 　（単独）

本特記仕様書電力設備工事の６項による。

　１．

　標準色：　　・屋内　２．５Ｙ９／１　　・屋外　５Ｙ７／１

塗　　装 　盤、プルボックス、配管等の塗装の仕上色については、美観を考

慮の上決定し建物壁面と同色系とすること。ただし、建築美観その

他の理由で不適と認められるときは、監督員の指示による。

なお、盤・プルボックスについては，十分なさび止め処理を施し、

塗料、その他の化学製品の取り扱いに当たっては、当該製品の製造

　２．

　３．

化学物質を放散す

る建築材料等

解体等の作業にお

ける石綿対策

等揮発性有機化合物の放散量が小さく建築基準法の規制対象外であ

る「Ｆ☆☆☆☆」の材料を使用すること。

アクリル焼き付け又は、粉体塗装を行うこと。

　塗料・接着剤等の材料については、原則としてホルムアルデヒド

大気汚染防止法、廃棄物処理法、労働安全衛生法、石綿障害予防
規則、その他石綿処理に関する諸法令等に基づき、石綿含有建材に
係る調査及び施工を行うこと。
調査が必要な場合は、下記によるものとする。
　(1)　調査範囲は原則として施工範囲の各施工部位とする。
　（例）機器・点検口の設置に伴う天井改修部分
　　　　配管・配線を固定・貫通する内壁・外壁の部分
　　　　その他施工に伴い撤去・改修を行う部分

　 　より行うこと。

　 　に備え付けること。

　 　及び石綿飛散防止対策に関する設計変更を行う場合がある。

　(2)　調査は、目視・既存図面・発注者から提供される資料等に

　(3)　調査結果を取りまとめ、監督職員に提出するとともに現場

　(4)　調査の結果、施工部位に含有建材の使用が確認された場合
　 　は、その対応について監督職員と協議することとする。
　(5)　協議の結果必要と認められれば、契約書に基づき検体分析

　５．改訂日

　４．機器及び材料

入法）に定めるところにより、環境負荷を低減できる材料を選択す

るよう努める。

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購

工事名称

検印

年 月令和

図面

番号

設計

年月日

 〃

地上

 〃

 〃

床上

 〃

台上

床上

床上

床上

床上 1,500または、

盤上端 1,900以下

2,500～3,500

3,000～4,000

800～1,300

150～　300

1,800～2,200

1,300

1,100

1,500

300

200

中心高さ　（ｍｍ）

　　　イ　標示位置・・・標示板によるときは接地極直近の屋外の見や

　　　　　　　　　　　　すい位置。

（１）各種照明器具

（２）受配電盤、分電盤、操作盤、制御盤、キュービクル、端子盤

（３）ブロックマンホール、電柱

（４）フロアダクト、ライティングダクト、ケーブルラック、バスダクト

（５）変圧器、進相コンデンサ、リアクトル、アレスター

（６）しゃ断器、高圧開閉器

（７）電圧調整器、静止形電源設備、発電設備

（８）構内交換装置、電気時計装置、拡声装置、非常放送装置

　　　構内情報通信網装置、情報表示装置、映像・音響装置

　　  誘導支援装置、呼出し装置、防犯・入退室管理装置

　　　インターホン装置、テレビ共同受信装置、自動火災報知設備

　　　自動閉鎖装置(自動閉鎖機構)、非常警報装置、ガス漏れ警報装置

　　　テレビ電波障害防除装置、監視カメラ装置、駐車場管制装置

（９）その他監督員の指示するもの

２０．産 業 廃 棄 物

の　処　理

　ア　産業廃棄物となる撤去機材は、産業廃棄物監理票制度(マニフ

１９．ケーブル配線 　ケーブルのころがし配線は，ケーブルを損傷しないように支持して

　布設すること。

　　　　既設接地端子及び接地線を利用するときは、事前に接地抵

　　　　Ｄ種５０Ωを目標とする。

（３）　標準仕様書の（２・１３・５）による接地工事の省略等を

　　　　適用する場合は、必ず監督員の承諾を得ること。

　　　　抗値を測定し法定値以内であることを確認すること。

（１）　母線相互の間隔及び母線とこれを支持する造営材との離隔

（１） 標準仕様書によるほか、屋外形にあっては横雨が侵入し難い

（２） 内部照明付とする。

　ヒューズ等の予備数は本特記仕様書電力設備工事の９項による他、　６．ヒューズ等の

Ⅱ　一般事項
　１．本工事は、本特記仕様書によるほか、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様

　　　仕様書を適用する。
　２．機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事標準

　　　よる。
　４．本工事の使用資材の品質、規格、種別等は特記事項に○印をつけたものを適用する。
　５．施工計画書は、着工に先だち、別に定める様式により作成し、監督員に提出する。　
　　　ただし、あらかじめ監督員の承認を受けた場合は、この限りでない。

　８．本工事で、特記事項に定める「立会検査を要する施工工程」に達するときは、事前に監督員へ書面

　９．設計図面に明記なくとも関係法令上または機器の機能上当然必要となるものについては原則として

１０．発生材の処置については、関係法令に基づき、適正に処理すること。
１１．各工種の施工に当たっては、関係法令に定められた有資格者を配置すること。

　　　３）監督職員から指示された場合、「下請業者使用実績報告書」を監督職員に提出すること。
　　　　　工事における管内建設業者等不活用状況報告書」を監督職員に提出すること。

　　　１）工事に使用する資材については、県内で産出、生産または製造されたもの（以下「県産資材」
　　　　　という。）の優先使用に努めることとし、さらに、県産資材以外の資材等についても、県内に
　　　　　本店を置く資材業者等から調達するよう努めることとする。

構造 階 延べ面積
建物
用途 地域係数 ●１.０　○(　　 )

建物
概要

２．建物概要

１．工事場所

Ⅰ　工事概要

　　　ウ　蓋の構造　　●鉄蓋　○化粧鉄蓋

　　　　　　　　　　　　●簡易防水　○完全防水

　金属製の各種位置ボックス等の内面には絶縁塗装を施す。

ただし、焼付塗装済みのボックスはこの限りでない。

なお絶縁塗装は必ず入線前に行うこと。

（１）　避雷突針　クロムメッキ（●を適用）

（２）　避雷導線（●を適用）

　　　　銅より線　○３０㎜　●３８㎜　○４０㎜
２ ２ ２

（３）　導線保護管（●を適用）

　　　　○黄銅管、●硬質ビニル管

（４）　接地用端子箱（●を適用）

　　　　○黄銅製箱　　●ステンレス箱　○合成樹脂箱

　図面に明記ないときは下記による。（●を適用）

（１）　電線の色別は下表による。

者が作成した化学物質等安全データシート（ＳＤＳ）を常備し、記

に努める。

載内容の周知徹底を図り、作業者の健康、安全の確保及び環境保全

機器の損傷が予想
される場合　　　電路の使用電圧 一　　般

（３） 絶縁抵抗計の測定電圧

５００Ｖ

　　１００Ｖ級 １２５Ｖ
　　２００Ｖ級 ２５０Ｖ
　　４００Ｖ級 ５００Ｖ

１，０００Ｖ６，６００Ｖ級

　　 　とする。
　　　 ただし、新設部分については、おおむね2,000ＭΩ以上
　　　 線間、対地間及び高圧と低圧間は200ＭΩ以上とする。
（２） 高圧の電路
　　 　ただし、新設部分については、おおむね100ＭΩ以上とする。
　　　 監督員へ報告すること。

　　 　に既設回路部分の絶縁抵抗測定を行い５ＭΩ以下の場合は、
　　　 また、既設回路に新設配線を接続する場合は、必ず接続前

　　　 開閉器で区切ることのできる電路ごとに５ＭΩ以上とする。

　回路の絶縁抵抗値は下記以上の値であること。　２．絶縁抵抗値

　　　ェストシステム)により適正に処理し，関係書類を５年間保管
　　　すること。
　イ　本工事により発生する建設廃棄物のうち，焼却施設及び最終
　　　処分場に搬入する産業廃棄物には，産業廃棄物税が課税され
　　　るので，適正に処理すること。また，産業廃棄物運搬車両に
　　　ついては，表示及び書面備え付けの義務付けがされているの
　　　で，適正に処理すること。
　ウ　蛍光灯・水銀灯ランプについて処理方法を特記している場合
　　　は，水銀回収できる専門業者に処理を依頼し、引受を確認で
　　　きる書類を提出すること。
　エ　変圧器等の絶縁油については、油処理のできる専門業者に処
　　　理を依頼し、引受を確認できる書類を提出すること。
　オ　検査時には、マニフェストシステム関係書類の控えを提出し、
　　　産業廃棄物の処理が適正に行われたことの確認を受けること。
　カ　ＰＣＢ使用電気機器（特別管理産業廃棄物）は、特別管理産
　　　業廃棄物保管基準（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
　　　規則）を受けた通産省通達「ＰＣＢ使用電気機器等の保管に
　　　ついて」に基づき、金属製、プラスチック製等、耐腐食性の
　　　容器に収容し、基準に定める表示を行い、種別、数量保管場
　　　所を記載した台帳を作成し、監督員が指定する場所に引き継
　　　ぐこと。
　キ　微量ＰＣＢについては特記する。

２極式

３極式

４極式

５極式 黄

黒

黒

黒

黒

白

白

白

白

－

赤

赤

赤

緑

緑

－ －

－

－

－

　　（緑は青としてもよい）

電極

方式
長 短～

（３）　電極回路

　１．電線の色別

建設発生土の処理２１．

上記に示す受け入れ場所・距離は参考であり，
実施にあたっては監督職員と協議の上，決定する。

（白）（白）

（赤）（赤）
（－）接地側

（＋）電圧側
（赤）

（白）

コンセント回路
（黄）（黄）

（黄） （黄）
T.S
3W

T.S
3W

4WT.S

（青）（青）

（白） （白）
（赤）

（－）接地側

（＋）電圧側

電灯回路（その２）
（赤）

（白）

青は黄としてもよい

（青）

（白）

（青）

（白）
（赤）

（－）接地側

電灯回路（その１）

（赤）

（赤）

（白）
（＋）電圧側

（３）　自立型の場合の底板（●を適用）

（２）　電灯、コンセント回路　(電圧側が赤の場合）

　１．左右、遠近の別は、正面から見た状態とする。

　注記

　２．分岐回路の色別は、分岐前と同一とする。

　（単相２線式の第１相が、黒色となる場合がある）

　３．発電機回路の非接地第２相は、接続される商用回路の第２相の

　　　色別とする。

　４．単相２線式と直流２線式の切替回路２次側は、直流２線式の配

　　　置と色別による。

電気

方式

遠近

の別
赤 白 黒 青 白

左から
上から
近い方
から　

第１相 －
接地側

第２相

非接地

第２相
第３相

三相

３線

〃 第１相 第２相 第３相 中性相
三相
４線

単相
２線

〃 第１相
接地側
第２相

非接地
第２相

－ －

単相
３線

〃 第１相 中性相 第２相 － －

正極 － － 負極 －
２線

直流
右から
上から
近い方
から　

（１）　幹線及び分岐回路

　　　(以下標準仕様書という)による。

　　　２）受注者は、「材料使用承認願」において、全ての資材について県産資材使用の有無を記載する

　（３）現行のカラー写真とする場合は，監督員の承諾を受けること。

　　　　原則として行わないこと。

　　　　写真管理に利用した電子媒体を保管すること。

　（２）「現行のカラー写真」と「電子媒体による写真」の混合管理は

　　　　な劣化が生じないもしとする。

　　　　インク、用紙等は通常の使用条件のもとで３年間程度に顕著

　　　　は、フルカラー３００ｄｐｉ以上の機能を有する機種とし、

　（１）デジタルカメラの有効画素数１００万画素数以上、プリンター

による写真を使用する。なお、次の条件を満たすものであること。

　写真はカラー写真とする。原則として電子媒体（デジタルカメラ）

提出する。（但し、改修工事の場合は、着工前写真を添付すること）

に提出し、確認を受けること。完成写真は、工事完成時に撮影し、

なお、工程写真の提出を監督員が指示した場合、出来高報告書と共

　工事写真は、工程写真と完成写真とする。工程写真は、工事工程工事写真 　６．

区分

Ⅲ　特記事項

特記事項項目

建築工事との取合

特殊な材料と工法

使用資材の製造所

別契約の関係工事

施工過程における

調　　整

　３．

　２．

　１．

　４．

　５．

施工の範囲は、特に監督員の指示する場合以外は、建築工事仕様書による。

　壁面、天井面等に機器取付のため必要な開口部等を設ける場合の

の承諾を得ること。特殊な材料による施工は当該製品の指定工法による。

製造所または同等以上の製造所とする。

ないものについては、県建築課制定の電気用機材リストに記載されている

　設計図書等に記載されているものについては特記による。特記されてい

　標準仕様書に記載されていない特殊な材料により施工する場合は監督員

　別契約の関係工事については、当該工事関係者と協力し、工事の円滑な

進ちょくを図るものとし、疑問が生じたら監督員の指示によること。

　工事現場進行の過程における調整については、監督員ならびに支庁、

地域振興局建築担当職員と充分に打合せを行い、指導を受けること。

　　　　　とともに、以下の記載する「指定資材」の中で県産資材を使用しない場合、
　　　　　「県産資材等不使用状況報告書」を監督職員に提出し、承諾を得なければならない。
　　　　　《指定主要資材（７品目）》

　　　　　生コン（レディミクストコンクリート）、コンクリート二次製品、石材類、
　　　　　アスファルト合材、木材、樹木、野芝

３）前項の「県産資材等不使用状況報告書」において、第１項の資材業者等から調達しない場合
　　　　　は、その理由を記載すること。

　　　　　営業所を有する者を使用するように努めることとする。
　　　２）受注者は、前項で定めた建設業者を活用しない場合は、施工計画書等の提出と併せて「下請

　　　範囲内とする。ただし、負担金の取り扱いについては、別途、協議を監督員と行うこと。

　　　にて連絡して、立会検査もしくは指示に従うこと。

床上 750または、
タタミ上 1,500

端　　　　子　　　　盤

タタミ上 200
テレビアンテナ端子

床上 300または、

イ　ン　タ　ー　ホ　ン
子機　床上 1,000

親機　床上 1,400

（３）　機器取付後の測定可能な絶縁抵抗値は１ＭΩ以上とする。

　図面に特記ないかぎり大角連用埋込型とする。

　図面に明記ないかぎり位置ボックスなどは下記による。

配線器具

位置ボックス

およびジョイント

ボックスなど

　６．
（１） カバープレートは、原則として壁に角プレート、天井に丸

　　 プレートとする。

（２） プルボックス、ジョイントボックスは、そのプレート表面

　　 に用途を示す文字を別に定める「標示基準」により標示する。

　５．

の設定基準」による。

機械設備工事と協議すること。また，別に定める「電極棒の長さ

　図面仕様に明記ないときは，標準仕様書（p148 1,1,4）による。

〔標p5 1.1.3〕

　　　別に定める「標示基準」による。

　　●契約金額の４０％の範囲内で請求することができる。
　　○出来高予定額の４０％の範囲内で請求することができる。
　　（契約会計年度出来高予定額の率は、契約金額の　　　　％程度、次年度　　　　％程度である。）
　　○建設工事請負契約書第４１条第３項を適用し、契約会計年度に翌会計年度分の前払い金も含めて
　　　契約金額の４０％の範囲内で請求することができる。

　　　１）中間前金払い

　　　　　ことができる。（契約会計年度出来高予定　　　　％）

　　　本工事において、中間前金払い又は部分払いのいずれかを選択するものとする。

　　　　　中間前払いは契約金額の２０％以内とし、前金払いとの合計額が契約額の６０％を超えないも
　　　　　のとする。
　　　２）部分払い

　　　ウ　標示板及び標柱の寸法等は下記の数値以上とする。

黄　銅　板

材　　　質

標　示　板

80 × 80 × 300

寸　法 （㎜）

標　　　柱 コンクリート

90×140×1.0t以上

　　　別に定める「標示基準」による。

　　　　　３０ｍ毎に１個設ける。また，矢印には黒色の塗料を塗り，

　　　　　ＧＬより若干高めに仕上げる。

　　　５）「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下法という）

　　　　　害することがないようにすること。
　　　３）資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業社等の利益を不当に

　　　　　促進すること。
　　　６）下請け契約の相手方又は資材納入業社を選定するに当たっては、交通安全に関する配慮に欠け

　　　７）1）～6）のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。
　　　　　こと。

　　　１）工事用資機材等の積載超過のないようにすること。
　　　２）過積載を行っている資材納入業社から、資材を購入しないこと。

　　　　　４）受注者は，工事完成時及び監督職員から指示された場合、「建設資材使用実績報告書」の電
　　　　　　　子（エクセル）データを監督職員に提出すること。

　　　　　ないようにすること。

　６．本工事の施工に必要な官公庁等への手続きに要する費用は、契約金額の範囲内とする。
　７．本工事の受電の日から完成引渡（手直し完了まで）の日までに積算された電気使用料は契約金額の

　　　契約金額の範囲内で施工する。ただし、軽微なものに限るものとする。

１２．前金払について。（●を適用）

１３．中間前金払い又は部分払いについて。（●を適用）

１６．県産資材等の優先使用について

１７．ダンプトラック等による過積載等の防止について

に応じ撮影し、工事順に整理したものを受注者にて保管する。

　（４）受注者は、完成検査若しくは工事目的物引渡しが完了するまで

キャビネットごとに現用数の２０％とし、種別および定格ごとに１組

以上とする。

電力ヒューズについては種別および定格ごとに１組以上とする。

　ヒューズ等の予備数は本特記仕様書電力設備工事の９項による他，

〔標p132 2.13.14〕
〔図p176 電力59〕

〔標p103 2.2.7〕

〔標p81 1.16〕
〔図p167　電力50～51〕

〔図p172 電力55～58〕

〔標p145 1.1〕

〔標p10 1.3.8〕

〔標p11 1.3.9〕

※この特記仕様書における参考ページの略号は以下の通りとする。
　標＝標準仕様書，監＝監理指針，図＝標準図

（●Ａ－４版１部，●Ａ－３縮小版２部，○Ａ－１サイズ　部）

１０．

１１．

工事報告

完成図

　工事報告は、別に定める工事出来高報告書により毎月末の見込み

出来高を当月の２０日までに監督員に提出する。

（監督員が指示した場合、工事写真添付のこと）

　発注図を施工現場と一致するよう訂正した後，下記製本および
ＣＤーＲＯＭを提出する。

　上記に示す各工程に達するときには、一般事項８などの書類により

事前に監督員に書類にて連絡すること。

機器取付・・・・・・・・・・・・・・・・・取付又は据付施工時

高圧設備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・受電前

高所天井器具取付・・・・・・・・・・・・・・・・・足場解体前

〔標p15 1.5.6〕ほか

〔標p16 1.7.2〕

〔標p14 1.5.4〕

〔標p16 1.7.1〕

〔標p84 1.18.6〕
〔図p177 電力60～64〕

〔標p120 2.10.4.6〕
〔図p139 電力26〕

〔標p93 2.1.3〕

〔標p140 2.18.2〕

〔標p133 2.14.1～3〕
〔監p412 2.14.1～3〕
〔図p133 電力21～23〕

〔監p413 2.14.3〕

〔標p47 1.7～12〕

〔標p59 1.7.7〕

〔標p38 1.4〕
〔図p47　電力１～20〕

公共建築工事標準図(電気設備工事編)(令和７年版)による他、図面

〔標p128 2.13.5〕

〔標p239 1.1.1〕
〔監p601 1.1.1(1)～(3)〕

〔標p398 2.1.3〕

　図面仕様に明記ないときは、標準仕様書(p326 1.4)による。

　図面仕様に明記ないときは，標準仕様書(p386 1.20)による。

　図面仕様に明記ないときは，標準仕様書（p332 1.4.6ほか）による。

　　　部設備・環境課監修の公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和７年版)

〔標p20 2.7.1〕

中性相

　図面仕様に明記ないときは、標準仕様書（p83 1.18）による。

〔標p140 2.18.2〕

〔標p35 1.2.6〕
〔標p186 1.7.3〕

〔標p20 2.7.1〕

〔標p12 1.4.1〕

〔標p125 2.12.4～5〕
〔図p193 電力70〕

〔標p14 1.5.6〕

90×140×1.0t以上

〔標p102 2.2.5〕
〔監p340 2.2.5〕

〔標p145 1.1.2〕

〔標p239 第５編第１章〕

〔標p5 1.1.4〕

本建設情報総合センターに登録すること。登録後、コリンズから監督員に「登録のための確認のお
お願い」が送付されるので，承諾を受けること。なお，登録する期間は契約後（変更後及び工事完
成後）土曜日，日曜日，祝日等を除き10日以内とする。

　　　　　本工事で前払い金を支払ったものについては２回、支払いがなされないものについては３回を
　　　　　越えて部分払いをすることはできない。

　塗装の素地ごしらえは、汚れ、付着物及び油類の除去すること。

(鉄面はワイヤブラシ、サンダ等でさび落しを行う。)

　塗装は、素地ごしらえの後に行い、合成樹脂調合ペイント２回の

塗装を行うこと。

シ樹脂さび止めペイント」「変性エポキシ樹脂プライマーおよび弱
溶剤系変性エポキシ樹脂プライマー」とする。

なお，さび止めペイントは，素地ごしらえ後「一液形変性エポキ

〔標p12 1.4〕

菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

Ｒ０８０４０１

７ １２

３８
１

伊佐市菱刈前目地内

●ＲＣ　○ＳＲＣ　○Ｓ　○Ｗ 地上 ３ 階　　　 2,954.816 ㎡
建築基準法別表第一 消防法施工令別表第一　１５項
耐震安全性の分類 ●特定の施設 ○一般の施設

○場内処理は敷均し　●場外搬出は下記による（●を適用）

受け入れ場所（　伊佐市菱刈南浦880-4　）

受け入れ場所での処置（　●敷均し　○たい積　）

処分費　　○有償　●無償
搬出距離（　6.3　）ｋｍ

　配線器具等のプレートは下記による。(●を適用)

　３．耐震施工は、｢建築設備耐震設計･施工指針2014年版(国土交通省国土技術政策総合研究所監修)｣に

　　　　●国土交通省型　LR1,○国土交通省型　LR2

（１） 低圧の屋内、屋側電路、架空及び地中電線路

　　　　　の目的に鑑み、法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を

　　　　　るもの又は、業務に関しﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除する

　　　４）さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸが、工事現場に出入りすることが

　　　書及び公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和７年版)，国土交通省大臣官房官庁営繕

１４．コリンズ(CORINS)に登録する必要がある場合（契約金額が500万円以上）には，工事実績情報を日

　　　　○中間前払いを選択した場合でも、契約会計年度末には出来高予定額に応じた部分払いを受ける
　　　　○中間前金払いを選択した場合、部分払いは行わない。

１５．下請工事における管内（市内）建設業者の優先活用について
　　　１）受注者は、工事の一部を下請に付する場合は、施工地を管轄する伊佐市の管内に主たる
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担当検図 製図
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図面番号日付
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一級建築士登録番号
第 160627 号
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1.共通仕様

(3) 電子成果品を提出する際は、鹿児島県の公開する電子納品チェックソフトによるチェック

なお貸与したＣＡＤ図面データは、本工事の履行に必要な施工図及び完成図の作成において

14.ＣＡＤ図面データの貸与について

要求又は工事妨害（以下、「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否すると

(1)

(2)

(3) 資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業者等の利益を不当に

(4) さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが、工事現場に出入りすることが

鹿児島県が発注する建設工事等（以下「県工事等」という）において、暴力団関係者による不当

という）の目的に鑑み、法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の

(5) 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下、「法」

もの又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを

(6) 下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては、交通安全に関する配慮に欠ける

(7)

また、当該ＣＡＤ図面データは、完成図提出時までに、受注者において履行期限期間中に複製

本工事の受注者は、建設工事の一部を下請けに付する場合は、施工体制台帳及び添付書類を作成し、

工事現場に据え置くとともに、その写しを監督職員に遅滞なく(遅くとも下請工事の着手前までに)

また、施工体制台帳の記載事項又は添付書類に変更があったときは、その都度、当該変更があった

17.施工体制台帳の作成等について

18.施工体系図の作成等について

本工事の受注者は、工事を施工するために、建設工事の一部又は以下のアからエの業務を下請に

付する場合は、施工体系図を作成し、工事の期間中、工事現場の工事関係者が見やすい場所及び

公衆の見やすい場所に掲示するとともに、その写しを監督職員に遅滞なく（遅くとも下請工事

また、施工体系図の記載事項に変更があったときは、その都度、変更に関する事項について、

ア 伐採及び測量･調査等の工事現場で作業を行う業務　　　　

ウ 工事現場の警備(交通誘導を含む)を行う業務　　　　　　 

エ その他監督職員が記載を指示した業務等

（
）

（
）

材料・機材等の品質及び性能

する

第三種品

及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

2)接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料を

使用する

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める

②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

②建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の

認定を受けた材料

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする

本工事に於いて別表－２に示す材料を使用する場合の材料・機材等の

製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける

(3)安定的な供給が可能であること

(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6)販売、保守等の営業体制を整えていること

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質

1)合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟ

、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散

しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書を規定する「ﾎﾙﾑｱ

3)接着剤は可塑剤（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－n－ﾌﾟﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含

て少ない材料を使用したものとする

また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする

第一種、第二種及び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料

１）施工完了後、引渡前に室内空気中のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、

ｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材

[1.7.10]〇

環境への配慮〇

材料の品質等〇

同等以上の材料・機材等の使用

同等以上のものを使用する。

は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける

ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場合

[1.4.2]

本工事に使用する材料 ・ 機材等は設計図書に定める品質及び性能と

鹿児島県建築改修工事特記仕様書

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

3.特記仕様

(2)

(3)

(4）

(5)

(1)

Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）

グリーン購入法による調達推進品目は「鹿児島県環境物品等調達方針」の環境物品等調達

4.前金払

5.中間前金払又は部分払の選択

6.中間前金払

7.中間前金払の要件

契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の２を超えない範囲内に限り７の全ての要件を

8.部分払

(2)

(3)

工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る

既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当する

(1)

超えない範囲内に限り前払金の支払を請求することができる。

〇

〇

〇

〇

項　　目 特　　　記　　　事　　　項

〇 適用基準等 ※　適用を受ける関係法令等を遵守すること

建築工事標準詳細図(令和4年版)

建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

工事写真撮影ガイドブック（令和5年版）

引渡し場所

〇

）

発生材の処理

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工

に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に

係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法律第104号。以

下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建設工事

の規模に関する基準以上の工事に該当する場合は、建設ﾘｻｲｸﾙ法に基づき

分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措置を講

ずる。また、建設ﾘｻｲｸﾙ法施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の

〇

〇 構内

〇 金属類 〇 PCB含有物）発注者に引き渡しを要するもの

（

（

〇 （　　　　　　　　　　　　）

[1.3.12]

工程ごとの作業内容

作業内容工程

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇

〇 有 〇 無

〇 有 〇

①造成等 造形等の工事

無

②基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事

無

無

無

③上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事

屋根の工事

無

地表面粗度区分 〇 Ⅰ 〇 Ⅱ 〇

上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する

〇 ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) 〇

〇 外壁石張(乾式) 〇 外装材(外断熱工法)

〇 長尺金属板葺 〇 折板葺

〇 ｱﾙﾐ笠木 〇 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ

〇 ｼｰﾄ防水(機械式) 〇

〇

上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する

押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁)

基準風速（VO）　　　　（　　　　　　）m/s

（　　　　　　　　　）

〇

品質計画〇

活用を行う場合は、監督職員と協議する

発生材の抑制、再利用及び再資源化並びに再生資源の積極的活用に努める

なお、設計図書に定められた以外に、発生材の再資源化並びに再生資源の

特定建設資材（再資源化）

〇

〇

〇

建設廃棄物の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

建設発生木材

km

km

km

km

搬出距離施設名称

適切な処理を行うものとする

なお、処分場の決定に当たっては監督識員と協議する

上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）(令和7年版)」(以下、「改修標準仕様書」という)

により、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

2.改修標準仕様書及び標準仕様書のうち必要として特記する事項と、その他必要として特記する

公共住宅建設工事標準仕様書（令和4年版）

④屋根

⑤建築設備・内装等

その他の工事

建築設備・内装等の工事

〇

〇

施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計

屋上緑化用ｼｽﾃﾑ

Ⅲ Ⅳ

適用工程

(1)品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀを整備していること

4)1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

ホルムアルデヒド発散建築材料

⑥その他

（　　　　　　　　）

という。）の優先使用に努めることとし、さらに、県産資材以外の資材等についても、県内に

(2) 以下に記載する「指定主要資材」の中で県産資材を使用しない場合、「県産資材等不使用

《指定主要資材(７品目)【生コン(レディミクストコンクリート) コンクリート二次製品 

石材類 アスファルト合材 木材 樹木 芝】》

(3) 前項の「県産資材等不使用状況報告書」において、第１項の資材業者等から調達しない場合は、

(4) 工事完成時及び監督職員から指示された場合、「建設資材使用実績報告書」を監督職員に提出

9.火災保険

10.県産資材の優先使用

(1) 工事に使用する資材については、県内で産出、生産又は製造されたもの（以下、「県産資材」

(2)

(3) 工事完成時及び監督職員から指示された場合、「下請業者使用実績報告書」を監督職員に

(1)

工期が延長された場合

① 受注者の責務によらない理由により工事中止又は工事内容の大幅な変更が発生し、

② 工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工事の現場が移行する時点

③ 大規模な工事で一つの契約工期が多年に及ぶ場合

(2)

12.配置技術者等の途中交代

(1) 配置技術者等の途中交代が認められる場合としては、主任技術者又は監理技術者の死亡、

(1) 本工事は、電子納品対象工事であり、電子納品とは、「調査、設計、工事などの各業務段階の

(2) ガイドラインに基づいて作成した電子成果品は電子媒体(CD-R)で正本1部、副本2部の

13.電子納品

前項で定めた建設業者を活用しない場合は、施工計画書等の提出と併せて「下請工事における

上記(1)のいずれの場合であっても、受注者と発注者が協議し、工事の継続性、品質確保等に

本工事に関するＣＡＤ図面データ（BIMデータを含む）の貸与を希望する場合は、「ＣＡＤ

県工事等において、暴力団関係者による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の

は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極め

（規制対象外）

化学物質の濃度測定

行わない

防水改修 〇 外壁改修

図示 〇

打診及び目視による

〇 行う

施工数量調査

２）測定対象室及び測定箇所数等は仕上表による。

着工前の測定

〇

３）測定は、ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器により行う。

2種類を用いる

改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、

〇

〇

〇

〇

〇

〇 図示

当該製品の指定工法による

調査項目

調査範囲

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）調査方法

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

施工範囲

施工図

図面に特記なき場合は、別表－１による

設備機器の設置、取り合い等が検討のできる施工図を提出し

監督職員の承諾を受ける

[1.6.2、3]施工調査

特別な材料の工法

設備工事との

取り合い

〇

〇〇

〇〇

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ（学校施設については、ﾊﾞﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝを加えた6物質）

の濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和7年版)」(以下、「標準仕様書」という。）による。

事項を特記事項とする。

項目は、●印の付いたものを適用する。

特記事項は、●印の付いたものを適用する。

特記事項に記載の［ 　 ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の（ 　 ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

の特定調達品目を示す。

推進品目等一覧表及び別表１（鹿児島県の　ホームページからダウンロード可能）による。

満たす場合に中間前払金の支払を請求することができる。

工期の２分の１を経過していること。

作業が行われていること。

ものであること。

部分払いの請求は2回以内で、前金払いがある場合でも２回とする。

契約締結後速やかに火災保険に加入し、保険期間は工期後14日とする。

本店を置く資材業者等から調達するよう努めることとする。

状況報告書」を監督職員に提出し、承諾を得なければならない。

その理由を記載すること。

すること。

者を活用するようよう努めることとする。

管内建設業者等不活用状況報告書」を監督職員に提出すること。

提出すること。

傷病、退職等、真にやむを得ない場合のほか、下記に該当する場合である。

支障がないと認められる場合のみ途中交代が可能となる。

最終成果を電子成果品として納品すること」をいう。

「ガイドライン」という）」に定める基準に基づいて作成した電子データを指す。

計3部提出する。

電子化しない成果品については従来どおりの取扱いとする。

電子納品レベル及び成果品の電子化の範囲については、事前協議を行い決定するものとする。

を行い、エラーが無いことを確認した後、ウィルス対策を実施した上で提出すること。

図面データ借用に係わる誓約書」を県に提出すること。

のみ使用することとし、それ以外の目的で使用してはならない。

又は再配布しているもの全て消去すること。

その他、誓約書の記載事項を遵守すること。

ともに、その旨を遅滞なく県（発注者）及び警察に通報すること。

被害が生じた場合は、県（発注者）と協議を行うこと。

工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

害することがないようにすること。

ないようにすること。

使用を促進すること。

排除すること。

(1)から(6)のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。

提出すること。

年月日を付記して、変更に関する事項について、作成し提出すること。

又は業務の着手前までに)提出すること。

作成し、提出すること。
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1

ここでいう電子納品とは、「鹿児島県電子納品ガイドライン（令和8年3月）：（以下

より難い場合は、監督職員と協議するものとする

規模に関する基準以上の工事に該当しない場合についても分別解体等及び

特定建設資材の再資源化等については適切な措置を講ずる。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件に

●

●

処理施設の所在地

姶建産業(株)

伊佐市大口原田2270

6.1

特定建設資材以外

処理方法搬出距離施設名称

処理施設の所在地
建設廃棄物の種類

km

km

km

km

km

km

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

再資源化

最終処分

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

再資源化

最終処分

〇

〇

〇

〇

〇

〇

木くず

廃石こうﾎﾞｰﾄﾞ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

防水ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｶﾞﾗｽくず、陶磁器くず

ｶﾞﾗｽくず、陶磁器くず

（ﾎﾞｰﾄﾞ類）

繊維くず

(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類)

(ｶﾞﾗｽ、陶磁器くず類)

(汚泥)

〇

〇

最終処分

再資源化

最終処分

最終処分

最終処分

非飛散性石綿含有建材

非飛散性石綿含有建材

km

km

km

km

非飛散性石綿含有建材● エコパークかごしま

10.2

11.0

74.1

●

●

●

●

㈱三宝保全●

●

●

伊佐市大口宮人1206-1外11筆

㈱環境科学

さつま町山崎堂床4009番1

㈱イー・アール・シー高城

都城市高城町四家字大開776番5外54筆

56.0

15.暴力団関係者による不当介入を受けた場合の措置

16.ダンプトラック等による過積載等の防止について

イ 土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務　

ﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する

(2)生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種

注）測定ﾊﾞｯｼﾞはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用とﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 用

薩摩川内市川永野町字小奈多平6925番地10外28筆

契約金額300万円以上の工事にあっては、契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の４を

契約金額300万円以上の工事にあっては、契約に当たり中間前金払又は部分払を選択することができる。

11.下請工事における管内（市内）建設業者の優先活用

工事の一部を下請に付する場合は（　　　伊佐市　　　）管内に主たる営業所を有する



S=NO SCALE特記仕様書（改修その２）

3

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

箇所

材　料　名

定性分析 定量分析

又はJIS A 1481-5

JIS A 1481-1

又はJIS A 1481-2

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

材　料　名

定性分析

JIS A 1481-1
JIS A 1481-4

又はJIS A 1481-5

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

定量分析

適用
測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所毎)

計　　　　 点

計　　　　 点

計　　　　 点

出口吹出し風速

1m/s以下の位置

計　　　　 点

計　　　　 点

測定1

測定2

測定3

測定4

測定5

測定6

測定7

測定8

測定9

測定10

処理作業前

処理作業中

処理作業後(ｼｰﾄ養生中)

処理作業後ｼｰﾄ
撤去後１週間以降

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ入口

集じん・排気装置の排出口

(処理作業室外の場合)

処理作業室外

施工区画周辺 敷地境界

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

集塵・排気装置の排出口

測定名称
ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ直径

(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

測定4

測定

測定

測定

測定5 25

47

47

5

10

10

30

120

240

測定名称

測定４

測定５

測定方法

ｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ)等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

材　料　名 厚さ(mm) 処理を行う範囲

図示

図示

図示

石綿含有保温材

石綿含有耐火被覆板

石綿含有断熱材

種　類 防火性能 備　考

種　別

盛土 A種 B種

材　料

C種 D種

厚さ(mm)

図示

図示

図示

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

建設汚泥から再生した処理土

凍上抑制層

ﾌｨﾙﾀｰ層

切込み砂利

砂

路盤材料
の種別

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ

水硬性粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ

粒度調整砕石

粒度調整鉄鋼ｽﾗｸﾞ

再生粒度調整砕石

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

計　　２　 点

計　　　　 点

計　　　　 点

計　　２　 点

JIS A 1481-3、JIS A 1481-4

粉じん相対濃度計(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計)、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、繊維状粒子自動測定器(ﾘｱﾙﾀ

石綿含有建材の

除去工事 調査

石綿含有建材の事前調査

石綿粉じん濃度測定

[1.5.1、9.1.1、3～6]

工事着手に先立ちあらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の

事前調査を行う

貸与資料 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

分析による石綿含有建材の調査

分析対象 ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ、ｱﾓｻｲﾄ、ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ、ｸﾘｿﾀｲﾙ、ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ、ﾄﾚﾓﾗｲﾄ

分析方法（石綿含有仕上塗材を除く）

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

分析方法（石綿含有仕上塗材）

ｻﾝﾌﾟﾙ数

採取場所

1箇所あたり3ｻﾝﾌﾟﾙ

〇 図示 〇

〇 石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

調査方法

JIS K 3850-1に基づいた測定

〇〇

〇

〇 〇

〇〇

〇 〇

〇 自動測定器による測定

〇

〇

処理を行う石綿含有保温材等の仕様等

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 石綿含有けい酸ｶﾙｼｳﾑ板第１種の切断、破砕による除去

除去対象範囲

隔離養生（負圧不要）方法

〇図示〇

〇 〇図示

足場

〇 図示 〇

除去した石綿含有けい酸ｶﾙｼｳﾑ板第１種の処分

〇

〇

〇

埋立処分（管理型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有成形板の除去(石綿含有けい酸ｶﾙｼｳﾑ板第１種の手ばらしに

よる除去を含む)

除去対象範囲

養生

〇

〇

行う

行わない

〇 図示 〇

除去した石綿含有成形板の処分

〇 石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

〇

埋立処分（管理型最終処分場）〇

石綿含有せっこうﾎﾞｰﾄﾞを除く石綿含有成形板

埋立処分（管理型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）〇

〇

石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲 〇図示

除去方法

養生方法

除去した石綿含有仕上塗材の処分

埋立処分（安定型最終処分場）

埋立処分（管理型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事 図示 〇

〇

〇

〇 煙突用ライニング材

撤去

(高圧洗浄除去工法)

範囲 〇 図示

1) 最下部灰出し口部分及び煙突頂部の離隔養生を行う。

2) 頂部より高圧洗浄機具を挿入し、煙突用ﾗｲﾆﾝｸﾞ材を湿潤化させながら

撤去作業を行う。

3) 撤去後は撤去面に飛散防止剤を吹付ける。

4) 最下部で高圧洗浄機具により撤去が困難な場所は手はつりにて撤去

する。

5) 石綿を含んだ洗浄水は固形化した上で密封処理及び梱包処理を行う。

撤去後の撤去面の調査は適切に行う。

石綿の処理は、関係法令に基づき適切に処理する。

煙突の頂部、最下部の撤去ｺﾝｸﾘｰﾄは石綿が付着したものとして適切に処分

する。

〇 外断熱改修工事Ｇ [9.2.2～4]

〇 断熱・防露

改修工事

〇

〇

舗装改修工事

〇

不陸等の下地調整

断熱材の施工

外装材の施工

通気層の有無

外装材の外壁への取付け

笠木の施工

〇

〇

〇

〇

〇

〇 図示 〇

〇 なし

〇

〇

改修特記仕様書第３章　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木による

[9.3.2～4]

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材又は保温材、接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

〇 F☆☆☆☆ 〇

〇 断熱材打込み工法

断熱材

種類

施工場所

〇 断熱材現場発泡工法

断熱材種類

吹付け厚さ(mm)

施工箇所

〇厚さ(mm)〇

〇

〇

〇

〇

〇

等、部分的に後張りとしなければならない箇所

図示

25

A種1 〇

〇

A種1H

30

〇

〇

あり　（　　　mm）

外装材製造所の仕様による

断熱材製造所の仕様による

〇 断熱材後張り工法

断熱材

種類

施工場所

〇

〇

厚さ(mm) 〇

〇 使用する

屋上緑化改修工事

植栽基盤及び材料

〇 屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

芝及び地被類の種類等

見切り材、舗装材、排水孔、ﾏﾙﾁﾝｸﾞ材等

〇 〇

[9.4.2～4]

図示 〇

図示

(品質・性能・試験方法) 建築材料等品質性能表による

工法

１章　適用区分による風圧力の　( 〇 1.0　〇 1.15　〇 1.3　)

倍の風圧力に対応した工法

かん水装置 〇 設置する（種類 〇　　　　　　〇　　　　　　）

既存保護層の撤去

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

〇 行う 〇 行わない

〇 引き渡しの日から１年

透水性アスファルト

適用範囲：歩道

既存舗装の撤去及び再利用

路床の材料

〇 図示 〇

[9.5.2～5、9]

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

路床安定処理

安定処理の方法

〇 置き換え方法

〇 安定処理工法

路床安定処理用添加材料

路盤

路盤の構成及び厚さ 〇 図示 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

舗装の構成

開粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験

図示

舗装の平たん性 〇

〇 〇

〇 行う 〇 行わない

著しい不陸がないもの 〇

〇 PCB含有シーリング材

〇 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの採取（1次分析用）

〇 現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採取する

採取箇所

採取箇所数

〇

〇

[1.3.12]

〇 図示 〇

〇 箇所部位が異なる毎に１箇所

外壁目地

〇 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞの採取（2次分析用）

〇 現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採取する

採取箇所

採取箇所数

〇 発注者より貸与する

分析個数

〇

〇

外壁目地

〇

箇所

箇所

〇 図示 〇

1) 採取作業は、ｼｰﾘﾝｸﾞ等が散逸することのないよう注意して行う。

2) ｼｰﾘﾝｸﾞ材は目地に打設されている形状のまま5cm程度をｶｯﾀｰﾅｲﾌで切断

し、ただちにﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の密封袋に保管し、№及び採取場所を記入する

ｻﾝﾌﾟﾙは1袋に1つずつ入れること。

3) ｶｯﾀｰﾅｲﾌの刃は、1つのｻﾝﾌﾟﾙを採取する毎に新しい部分に替えること。

4) ｼｰﾘﾝｸﾞ材を切除した部分は必要に応じて補修すること。補修材料は特

記仕様書による。

5) 皮膚との接触等を避けるため保護手袋及び保護ﾏｽｸを着用する。

7) 作業後は周囲を清掃し、散逸物を回収する。回収物はｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ残渣と

れる。

〇 ｻﾝﾌﾟﾙの分析

〇 1次分析（ｼｰﾘﾝｸﾞ種類の調査）

「ｼｰﾘﾝｸﾞ材種判定及びPCB含有分析の要否判定依頼書」を作成し、

採取したｻﾝﾌﾟﾙと併せて日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会に送付し、分析を行う

こと。

〇 2次分析（PCB含有率調査）

〇 施工調査等

〇 図示 〇調査範囲

ｼｰﾘﾝｸﾞ使用部位及びｼｰﾘﾝｸﾞ長さの確認

施工範囲と工事管理区分の確認

施工計画、廃棄物等の搬出方法

〇 除去処理工事

PCBを含有したｼｰﾘﾝｸﾞ材の処理は次によるほか、「廃棄物の処理及び清

掃に関する法律(昭和45年法律137号)」並びに「ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物の

適正な処理の推進に関する特別措置法(平成13年法律第65号)」により適

切に行うこと。

1) 工事に先立ち施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。

2) ｼｰﾘﾝｸﾞ材の散逸防止として、床面、開口部、換気口等に養生を行い、

作業区域からの飛散防止措置をとること。

4) ｼｰﾘﾝｸﾞ材はｶｯﾀｰﾅｲﾌ等を用い、下地が露出するまで極力切断する。

5) 除去工事終了後、ｼｰﾘﾝｸﾞ材及び散逸物を回収しﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の密閉袋に

入れ保管容器に入れること。保管容器の形状、材質等は保管量、保

管場所を考慮し、監督職員の承諾を得たものとする。

6) 除去及び回収状況について監督職員の検査を受けること。

7) 工事着工後、設計図書によりがたい場合、又は不足の事象が発生し

た場合は監督職員と協議する。

石綿含有建材の処理

石綿含有吹付け材の除去（石綿含有保温材等を切断又は粉砕して除去

する場合を含む）

）
（

処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査を行うこと。

専門分析機関にｻﾝﾌﾟﾙを送信しPCB含有分析を行うこと。

Ｇ

Ｇ

その他のごみに分別し、ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ残渣と同様にﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製の密閉袋に入

仕様は、以下による

9
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慮
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環
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配
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き
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（
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配
慮
改
修
工
事
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き
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）

（

環
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続
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）

工法

１章　適用区分による風圧力の　( 〇 1.0　〇 1.15　〇 1.3　) 倍

の風圧力に対応した工法

砂の粒度試験

路床土の支持力比(CBR)試験

路床締固め度の試験

現場CBR試験

〇

〇

〇

〇

行う

行う

行う

行う

〇

〇

〇

〇

行わない

行わない

行わない

行わない

〇 湿潤化 〇 固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

〇 埋立処分（管理型最終処分場）

〇 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

断熱材の種類

断熱材の厚さ(mm)

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

〇

〇

〇 F☆☆☆☆ 〇

外装材

〇

既存外壁の処置

既存外壁仕上げ材の撤去

下地面の清掃

欠損部の改修工法

〇 あり 〇 なし

〇

〇

行う

改修特記仕様書 第4章 外壁改修工事による

行わない〇

種類 〇

〇

〇

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

消石灰（ 〇 特号　〇 1号）

添付量

〇 高炉ｾﾒﾝﾄB種Ｇ

〇 生石灰（ 〇 特号　〇 1号）

〇 ｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙ

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

透水係数

試験

〇

〇

〇

〇

60㎏/㎡以上

0.5～1.0

98N/5cm(10kgf/5cm)以上

1.5×10cm/sec以上

〇

〇

〇

〇

除去対象範囲

除去方法

図示

改修標準仕様書[9.1.3](2)(ｱ)による

〇

〇

〇

〇

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

〇 湿潤化 固形化〇

除去した石綿含有吹付け材等の処分

〇

〇

埋立処分（管理型最終処分場）

中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

〇 石綿含有保温材等の除去（石綿含有けい酸ｶﾙｼｳﾑ板第２種含む）

除去対象範囲

除去方法

〇

〇 手ばらし

図示 〇

〇

除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置

●

〇

●

●

非常用発電機排気管ｶﾞｽｹｯﾄ

非常用発電機排気管断熱材

●

●

１

１

●

●

●

〇

〇

●

●

〇

〇

●

●

〇

●

〇

〇

( 養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　 )

最下部は洗浄水を受けるために防水ｼｰﾄを設置する。

6) ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ等の養生材を適切に除去する。

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝは、関係法令に基づき適切に設置する。

窓廻り等の断熱材補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの床版

JIS A 9521に基づく発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材

JIS A 9521に基づく発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材

断熱材にせっこうﾎﾞｰﾄﾞ等を張り付けたﾊﾟﾈﾙ

路盤材料（改修標準仕様書[表9.7.3]による種別）

6) 休憩時及び作業終了後には必ず手洗いを行う。

3) 作業員は保護ﾏｽｸ及び保護手袋を着用すること。

㎏/ｍ3(目標CBR 〇 3以上　 〇　 　　　)



S=1/250付近見取図、配置図、工事概要、特記事項
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

Ｎ

川
内
川

菱刈荒田

県
道
42
4号

川内川

川内川

県道448号

県
道
5
3号

国
道
268号

県道48号

菱刈下手

羽
月
川

川
内
川

県
道
42
4号 県道

48号

県
道
5
3号

菱刈中学校

県
道
5
3号

国
道
26
8
号

県
道
42
4号

県
道
42
5号

●

●

県道424号

菱刈
小学校

２．工事に際しては施設の運用等に支障が無いよう関係者及び監督員と十分打合せをすること。

　　承諾を得た後に、工事に着手すること。

１．本工事着手前に現地確認を行い、施工要領等を把握した上で施工計画書及び工程表を作成し、監督員の

３．工事期間中は粉塵等の発生にも充分留意し、養生を確実に行い、作業すると共に作業後は清掃を行うこと。

４．既設建物及び機器等へ損傷を与えた場合は請負者の負担において原形復旧すること。

５．外部で使用する配管支持材等はステンレス製又は溶融亜鉛メッキ製を原則とする。

６．コア抜き部は鉄筋探査を行うこと。

特記事項

工事概要

照明器具を L E D 器具に改修、それに伴う配線配管・天井の改修及び既設スピーカー・感知器の移設。

非常用発電回路のコンセントの新設、それに伴う配線配管の新設。

受変電、非常用発電設備の改修及びそれに伴う配線配管の改修。

工事場所：伊佐市菱刈前目地内

仮囲い　仮囲鉄板　H=2.0ｍ

屋外型キュービクル
既設、撤去

新設
屋外型キュービクル

仮囲い　仮囲鉄板　H=2.0ｍ

キュービクル
点検用扉

仮囲い　仮囲鉄板　H=2.0ｍ　全長49.6ｍ(門含む)

配置図　　S=1/250

付近見取図　S=NO SCALE

菱刈中央分団

消防団詰所

県道：川西菱刈線

駐　車　場

作業器具倉庫

物入

市道

作業員詰所

井
P

水

水

木造車庫
東側

市役所菱刈庁舎

車　庫

水防倉庫

市道

車　庫

大口消防署菱刈分遣所

車　庫

倉　庫

倉　庫

工事対象建物を示す。

6,700
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UPS

LH
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EA,ED

Eo

ELB

消

4

3

AS

B

2ET

2EET

E

2E

2

WP

EET

ET

TR

R2ET

R2

2

30A

3

20A

2E

ET

2ELK

4E

15A2

G2E

G4E

2

n

TR

K

K

M

P

DT

BP

AMP

M

P

C2J

TH

CP

CP2

CPC

MJA

S1

C1J

C1

GEET

M

P

S

記　　号 名　　　称 仕　　　　　　　　様 備　　　考

凡例表

記　　号 名　　　称 仕　　　　　　　　様 備　　　考

構内引込柱 構内引込柱参考図参照

盤結線図参照電灯分電盤

盤結線図参照電灯動力分電盤

盤結線図参照動力分電盤 既設のまま

既設のまま無停電電源装置 入力、出力電圧：AC100V 3.0kVA

A種(避雷器用) アース棒式 標示板取付接地工事

B種 アース棒式 標示板取付接地工事

A、D種(共用) アース棒式 標示板取付接地工事

測定用 アース棒式接地工事

D種(ELB) アース棒式 標示板取付接地工事

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

照明器具

誘導灯

非常照明

非常照明

非常照明

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

参考姿図参照

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

埋込スイッチ 大角連用 1P15A×1 ステンレスプレート

新設
消火器は既設流用又は別途

　　１）調査範囲は原則として施工範囲の各施工部位とする。

　２．石綿含有建材の調査について

　　　　　　その他施工に伴い撤去・改修を行う部分

　１．大気汚染防止法、廃棄物処理法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令等に基づき、石綿含有建材に

　　　係る調査及び施工を行うこと。

　　３）調査結果を取りまとめ、監督職員に提出するとともに現場に備え付けること。

　　２）調査は目視・既存図面・発注者から提供される資料等により行うこと。

　　４）調査の結果、検体分析が必要になった場合は、その対応について監督職員と協議すること。

　　５）調査の結果、施工部位に石綿含有建材の使用が確認された場合は、その対応について監督職員と協議することとする。

　　６）協議の結果必要と認められれば、契約書に基づき検体分析及び石綿飛散防止対策に関する設計変更を行う場合がある。

　　７）必要に応じ、関連する施工業者と対策について、協議・調整を行うこと。

　　　　例）配管・配線を固定・貫通する内壁・外壁の部分

石綿含有建材に係る石綿飛散防止対策について

内部造作解体 管　材

鋼　管 再　生　利　用

安定型処分場

コンクリート 再資源化施設

電　線　類 再　生　利　用

盤類、変圧器

樹　脂　管

金　属 地金として再利用

建築物解体材処分のフロー

AC100V 3A自動点滅器

埋込スイッチ 大角連用 3W15A×1

埋込スイッチ 大角連用 4W15A×1

埋込パイロットランプ 大角連用

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

埋込コンセント

埋込コンセント

大角連用 接地2P15A×2+ET(2EET) ステンレスプレート

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

接地2P15A×2+ET(2EET) 抜止埋込防水コンセント 既設のまま

埋込コンセント 大角連用 接地2P15A×1+ET(1EET) ステンレスプレート
ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

埋込コンセント

埋込コンセント

ハッチングは非常発電回路を
示す

埋込コンセント 大角連用 2P15A×2 ステンレスプレート

埋込コンセント

電源ユニット

撤去リモコンスイッチ 埋込型 ワンショットリモコン×6

消火器収容箱 屋外壁掛型 10号消火器1個収容

スコットトランス

露出コンセント

2P15A×2+ET(2ET)露出コンセント

2P15A×2

ハッチングは非常発電回路を
示す

床面取付(アップコンセント) 2P15A×2埋込コンセント

埋込コンセント 床面取付(アップコンセント) 2P15A×3 既設のまま

埋込コンセント

撤去

撤去、ハッチングは非常発電
回路を示す

既設のまま、ハッチングは
非常発電回路を示す

埋込コンセント 撤去、ハッチングは非常発電
回路を示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

参考姿図参照

参考姿図参照

ハッチングは非常発電回路を
示す埋込コンセント(赤色)

埋込コンセント
撤去、ハッチングは非常発電
回路を示す

埋込コンセント 撤去、ハッチングは非常発電
回路を示す

埋込コンセント
撤去、ハッチングは非常発電
回路を示す

埋込コンセント
既設のまま、ハッチングは
非常発電回路を示す

埋込コンセント
既設のまま、ハッチングは
非常発電回路を示す

大角連用 2P15A×1 ステンレスプレート
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

埋込コンセント
ハッチングは非常発電回路を
示す

ハッチングは非常発電回路を
示す

埋込コンセント(赤色)
大角連用 接地2P15A×2(2E) ステンレスプレート
(刻印付：盤名称及び回路番号)
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

ハッチングは非常発電回路を
示す埋込コンセント(赤色)

大角連用 接地2P15A×4(4E) ステンレスプレート
(刻印付：盤名称及び回路番号)
メタルモールスイッチボックス共(A型2個用)

キャッツアイ地中埋設標柱

黄銅製地中埋設標示板

ブロックマンホール

コンクリート製地中埋設標柱

ブロックマンホールリスト参照

金属ダクト 金属ダクトリスト参照

スピーカー 既設、取外し再取付(移設)天井埋込型 3W 埋込寸法φ200

埋込型 2Wアッテネーター 既設

警戒区域番号

モーター 3φ3W 200V

3φ3W 200Vポンプ

既設

既設

天井点検口

天井点検口
450×450 一般タイプ アルミ製 内外枠共額縁
開口補強共

既設のまま

変圧器 耐雷トランス5kVA 防災無線用 既設のまま

新設(本工事)

電源切替開閉器箱 屋内壁掛型 防災無線用、開閉器として使用

既設

2種 露出型
差動式スポット型
感知器

既設、取外し再取付(移設)

既設総合盤

既設複合盤 P型1級 10L+防排煙5L

P型1級 埋込横型

アッテネーター 埋込型 1W 既設

既設放送アンプ 卓上型 120W 5局＋一斉

露出ボックス 丸形 樹脂製 2方出

異種管接続材配管

天井内コロガシ配線・配管

隠蔽配線・配管

隠蔽(床下)配線・配管

露出配線・配管

土中配線・配管

コア抜き、防火区画貫通処理仕様表参照コア抜き

立上り配線・配管

立下り配線・配管

配管突出し配管

架空配線・配管 電力、弱電引込

盤結線図参照手元開閉器箱 撤去

露出型 AC200V 自動/切/連続切換え

有圧換気扇 換気設備機器表参照

撤去(基礎共)

温度センサースイッチ

中四角 浅型 樹脂製アウトレットボックス

カバープレート

カバープレート 角形 金属製 4～6個用

プルボックス プルボックスリスト参照

カバープレート

A型
メタルモール用ジャン
クションボックス

露出スイッチボックス 金属製 1個用 2方出

丸形 金属製

角形 金属製

露出ボックス 丸形 樹脂製 1方出

露出ボックス 丸形 金属製 1方出

ハッチングは非常発電回路を
示す

大角連用 2P15A2×+ET(2ET) ステンレスプレート

大角連用 接地2P15A×1(1E) ステンレスプレート

大角連用 接地2P15A×2(2E) ステンレスプレート

大角連用 2P15A×1+ET(1ET) ステンレスプレート

大角連用 AC200V 接地3P20A×1 ステンレスプレート

大角連用 AC200V 接地3P20A×1 ステンレスプレート

大角連用 接地2P15A×2抜止(2ELK) ステンレス
プレート メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

大角連用 接地2P15A×2(2E) ステンレスプレート
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

大角連用 接地2P15A×4(4E) ステンレスプレート
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

大角連用 2P15A×1+ET(1ET) ステンレスプレート
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)

大角連用 AC200V 接地3P15A×1 ステンレスプレート
露出スイッチボックス共(金属製1個用1方出)

210V/210-105V 20kVA、基礎500×500×H150

大角連用 接地2P15A×1+ET(1ET) ステンレスプレート
(刻印付：盤名称及び回路番号)
メタルモールスイッチボックス共(A型1個用)
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変　電　設　備

ＦＡＮVT

3φ3W 6,600V 60Hz

CTT AS

F

9000V

VT×2
VSVTTPF

3PDS
7.2kV 200A

VCB
7.2kV 400A
8kA

CT×2
75/5A

75A

F

CT×2
500/5A

VS

AS

300V

No 開　閉　器 負　荷　名　称
負荷容量
(kW)

500A

合計

F

CT×2
500/5A

VS

AS

300V

500A

合計

No
負荷容量
(kVA)

F

300V

VS

AS

No
負荷容量
(kVA)

F

300V

VS

AS

1

2

3

4

5

6

7

1

低圧進相コンデンサ
(直列リアクトル内蔵・オイルレス)
低圧進相コンデンサ 12.8kvar
直列リアクトル L=6%
自己遮断機構付

2 3

4

5 6 7 11 12 13 14 15 16 21 22 23 24 25

21

22

23

24

25

31

32

33

34

35

LH

36

31 32 33 34 35 36

TR5
スコット変圧器(油入)
50kVA(トップランナー)
210V/210-105V

×2

デジタルマルチメーター

43.1M-1

電算室空調室外機

スペースMCCB 3P 100AF

スペースMCCB 3P  50AF

スペースMCCB 3P 225AF

低圧進相コンデンサ

MCCB 3P 400AF/250AT

2.5

MCCB 3P  50AF/ 50AT

MCCB 3P  50AF/ 30AT

高圧受電盤

低圧動力盤No.1

No
負荷容量
(kW)

12.7

11

12

13

14

15

16

開　閉　器 負　荷　名　称

低圧動力盤No.2

P-1B、P-3MCCB 3P  50AF/ 50AT

スペースMCCB 3P 225AF

スペースMCCB 3P 100AF

MCCB 3P  50AF スペース

開　閉　器 負　荷　名　称

L-1A、L-1BMCCB 3P 225AF/225AT

L-2A、L-2B

スペースMCCB 3P 225AF

スペースMCCB 3P 100AF

スペースMCCB 3P  50AF

低圧電灯盤No.1

MCCB 3P 225AF/225AT

開　閉　器 負　荷　名　称

L-3A、L-3B、L-3C

低圧電灯盤No.2

スペースMCCB 3P 225AF

スペースMCCB 3P 100AF

スペースMCCB 3P  50AF

MCCB 2P  50AF/ 20AT

MCCB 2P  50AF/ 20AT

MCCB 3P 225AF/225AT 20.8

VCT
(別途電力
会社取付)

CH(屋内型）

積算電力量計
(別途電力会社取付)

記　号 名　　　　称

CH ケーブルヘッド

最大需要電力計

力率計

ヒューズ

限流ヒューズPF

F

最大需要電流計

電力計

電流計

地絡過電流継電器

記　号 名　　　　称

VT

CT

計器用変圧器

計器用変流器

試験用電圧端子

試験用電流端子

VTT

CTT

AS

電圧計切替スイッチ
VS

電流計切替スイッチ

積算電力量計(別途電力会社取付)

過電流継電器（静止型）

不足電圧継電器

真空遮断器VCB

断路器3PDS

PAS 高圧気中開閉器

6kV EM-CET(EE)38ﾟ

所内電源2
(保守用コンセント)

所内電源1
(照明、換気扇、コンセント)

No 開　閉　器 負　荷　名　称
負荷容量
(kVA)(kW)

No 開　閉　器 負　荷　名　称
負荷容量
(kVA)(kW)

スコットトランス41 50.0

スペースMCCB 3P 100AF

47.0M-2

M-3 36.7MCCB 3P 225AF/200AT

92.6 105.4

MCCB 3P 400AF/300AT

TR1
3φ変圧器(油入)
150kVA(トップランナー)
6.6kV/210V

TR2
3φ変圧器(油入)
150kVA(トップランナー)
6.6kV/210V

MCCB 3P 225AF/200AT

１．屋外型キュービクル５面体(鋼板製、耐塩塗装仕上)とする。

注記

２．キュービクルには『高圧危険』、『受電設備』の表示をすること。

３．基礎工事は本工事とする。

５．ブレーカは遮断容量を満足する製品とする。

４．変圧器は、「トップランナー変圧器」とする。

構内
引込柱

接地端子箱(SUS,WP)

積算電力量計
別途電力会社取付

電柱番号札共

コンクリート根枷
1.2m×24cm ×2

VCT(別途電力会社取付)

端末処理
(屋外耐塩型)

PAS(高圧気中開閉器)

腕金1800B

アームタイ

アームタイ

腕金1200A

LH

E22ﾟ

電力引込
(別途電力会社対応)

腕金1800B

腕金1500A

SOG制御装置
収容箱SUS,WP

ZnGP28で保護
PAS～SOG付属ケーブル

CP14m-19cm-7.0kN

TB－ST1A相当

合計 20.8合計

非常電灯動力盤

非常電灯動力盤

E22ﾟ

TR3
1φ変圧器(油入)
50kVA(トップランナー)
6.6kV/210-105V

TR4
1φ変圧器(油入)
50kVA(トップランナー)
6.6kV/210-105V

300A 300A

CT×2
300/5A

CT×2
300/5A

設備容量
400kVA

MCCB 3P 300AF/250AT

Eo Eo EA
ED

ELB

アースターミナル
（キュービクル内取付）

5.5ﾟ5.5ﾟ E60ﾟ E38ﾟ

EB

E60ﾟ

51 52 53 54 55 56

F

CT×2
150/5A

300V

150A

VS

AS

61 62 63 64 65 66

F

CT×2
150/5A

300V

150A

VS

AS

EB

E22ﾟ

アースターミナル
（キュービクル内取付）

EA
ED

EoEo ELB

42 P-1A(消火ポンプ) 5.5MCCB 3P 100AF/ 75AT

43

44

ELCB 3P  50AF/ 15AT

ELCB 3P  50AF/ 15AT

0.5

41 42

赤色
鉄板
枠付

43

MS

44 45

29.7

30.4

60.1

合計

LG-2、LG-361LG-151

MCCB 2P  50AF スペース56 MCCB 2P  50AF スペース

電算機盤 3.6

MCCB 2P  50AF/ 50AT L-2A、L-2B52

1.0MCCB 2P  50AF/ 40AT

2階電算室　無停電電源装置MCCB 2P  50AF/ 40AT 1.4

L-1B(G3系統) 0.5

L-1A、L-1BMCCB 2P  50AF/ 50AT62

MCCB 2P 100AF/ 75AT 3.0電算機盤

MCCB 2P  50AF/ 20AT
所内電源
(照明、保守用コンセント)

53

54

55

63

64

65

66

防災無線用耐雷変圧器

MCCB 2P  50AF/ 30AT

3.31.3

MCCB 3P 100AF/ 75AT

合計 合計

0.8

56.8

56.8

45

1階機械室　有圧換気扇(給気)
(※2)

1階機械室　排気ファン
(※1)

(※1)温度センサー制御とすること。
(※2)非常用発電機連動運転（自動/切/試験切換スイッチ）とし、運転・漏電表示付とすること。

8.5

15.8

10.3

17.1

MCCB 3P 100AF/ 75ATMCCB 3P 100AF/ 60AT

側　面　図

埋設シート(文字記入)

正　面　図

捨てコンクリート

基礎コンクリート

割栗石

再生クラッシャーラン

CH(屋外 耐塩型)

LBS×3
7.2kV
G30A(T15A)

LBS×3
7.2kV
G30A(T15A)

LBS×2
7.2kV
G30A(T15A)

LBS×2
7.2kV
G30A(T15A)

VCT(計器用変圧変流器)
(別途電力会社取付)

6kV EM-CET(EE)38ﾟ(ZnGP70-FEP80)

PAS(高圧気中開閉器)
7.2kV 200A
方向性 重耐塩SUS
過電流ロック機構付
VT・LA内蔵

接地端子箱
（SUS,WP）
TB－ST1A相当

非常用発電機
3φ3W 200V
90kVA(75kW)

支線38ﾟ
(支線ブロック、ロッド
 カバー共)

コンクリート：21-18-20
鉄筋：D13 タテヨコ200＠

高圧単線結線図

（　側　面　） （　正　面　）

構内引込柱参考図　　S=NO SCALE屋外型キュービクル参考姿図　　S=1/30



S=1/20非常用発電機、燃料タンク参考姿図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

14
80

R840 R840

1
3
70
.
5

6
9
0

R840 R840

7
0

7
5

1100

1120

310 310

3
1
0

4
0
5

1000

1020

10
0

1
0
5
3

4
0

1
1
0

(Z)

7
0

Z=130(屋内仕様)

φ434

φ500

1
05
9

1
87
3

8-M8

1
59
0

3350

590 4902270919

400
100

991

1091

1
2
5

72
0

145

1
59
0

▼FL

1
50 1,180

▼FL

1
50

▼FL

2,6301,180

1
50

1
6
0

15
0

▼FL 1
5
0

3
0
0

4
50

塗装色：5Y7/1

断面　p-p

監視窓

点検フタ

65A-5K
排気出口

オーバーフロー
Rp1 1/2 (40A)

燃料油面計用
Rp1 1/2 (40A)

通気口用
Rp1 1/4(32A)

燃料入口
Rc1 (25A)

アンカー用
12-φ19

吊り金具

検査証

ドレン口
Rc1 (25A)
(プラグ付)

排風

p p

燃料戻り口
Rc1/2(15A)

フロートスイッチ取付用
50A JIS10K
フランジ

燃料油面計取付用

燃料槽（９５０L)

１０００×１０００×１０７０

SPHC

本体寸法

材質

板厚

(mm)

(mm)

架台

SS400

本体寸法

材質

(mm) １１００×１２００×７２０（6t×６５×６５）

乾燥質量 (kg) 約２２５ｋｇ

質量 (kg) 約１００ｋｇ

９９１×１０９１×９７４×１０＾－６
ﾀﾝｸ容量 (L)

空間率 (%)
(１０５３-９５０)÷１０５３×１００

＝１０５３L

＝９．８%

CN1-3

CN1-2 C
N
1-
6

C
N
1-
5

C
N
1-
4

F1 F2

F2

F1

W

V

U

U V

U V W

W

TCR

MCCB-G1

RM SM

4-84-7

CT

51

A
3

A
4

A
2

A
1

U V

5-1 5-26-7 6-96-5

RS422
523

522

521

83R

83G

Z1

Z2
HY

HX

MCCB-H
HX

HY

C-16C-15

MX1MR1 MR2 MX283R 83GRELAY UNIT

R
M

S
M

C-13C-14

RELAY UNIT

Y X

YL

XL

A-6 A-2

R

Z

T

S

R

Y

X

T

X

Y

Z

S 負荷電源

商用電源

充電器回路

AVR

EX

V
～

A
～

遠隔通信端末 ECU ７セグメントＬＥＤ　デジタル表示（切替式）

84G F

TC

ECU

83G 83R

27R

R
EL
A
Y
 U
N
I
T

負荷商用
負荷発電

523

522

521

ヒータ電源

GS

結線図

基礎コンクリート(本工事)

Rc1/2(15A)
(プラグ付)

燃料取出口

ダイアグラム式液面計

機　種　名　称

容　量

形　式

電　流

電　圧

回転速度

周波数

耐　熱

励磁方法

力　率

相　数

発電機

冷却方式

保護方式

騒音値

塗装色

キュービクル

充電方式

極　数

※

発電機

励磁機クラス

１８００ｍｉｎ

横軸回転界磁形同期発電機

３相３線

４極

８０％

９０ｋＶＡ

７２ｋＷ

２２０Ｖ

２３７Ａ

６０Ｈｚ

ブラシレス

ＩＣ０１（自由通流形）

５Ｙ７／１　半ツヤ

保護形（ＩＰ２０）

電機子：１５５（Ｆ）　界磁：１８０（Ｈ）

電機子：１５５（Ｆ）　界磁：１５５（Ｆ）

半導体式全自動充電

－１

要目表

ＡＰ９５Ｃ－Ｔ（屋内）

4-φ25穴 燃料タンクドレン
(溶接式)入線口

吸気

ウイングポンプ取付用防油堤H450

項　目

自動／試験

運転可能／運転中

始動

発電／商用

停止

故障

遠方／手元

充電中

項　目

発電出力

運転可能時間

発電電流

発電電圧

燃料残油量

バッテリー電圧

保守運転日

パッケージ内部温度

積算運転時間

回転速度

※　メーカーによる遠隔通信端末を装備するものとする。
・「遠隔通信項目」をＷｅｂ閲覧する場合は、ユーザー登録を必要とする。
・ユーザー登録すると２４時間３６５日、メーカー窓口での受付を可能とする。
・メーカーによる遠隔監視が必要な場合は、別途有償契約とする。

※　設置場所の通信状況によっては別途延長配線が必要、または通信できない場合がある。

※　遠隔通信項目の項目名称は参考とする。
※　別置タンクの燃料残油量表示はオプションとし、別途協議で決定する。

保護装置一覧表

遠隔通信項目

機　関警報表示灯

過　電　流

項　　目

１２

５１

デバイス
自動停止

警　報 主回路遮断

（一括）

外部信号

潤滑油油圧低下 ６３Ｑ

冷却水温度上昇 ２６Ｗ

始　動　渋　滞

緊　急　停　止

４８Ｔ

５Ｅ

過回転（過速度）

乾燥質量

ラジエータファン排風量

種　類

容　量

バッテリー

潤滑油量（全量／有効量）

種　類

搭載タンク容量

始動方式

使　用
燃　料

冷却方式

総排気量

冷却水量

立形水冷４サイクルディーゼル機関

燃焼方式

定格出力

回転速度

形　式エンジン

始動時間

装備質量

１８００ｍｉｎ

認　定

燃料消費量

（一社）日本内燃力発電設備協会

セルモータによる電気始動

２２Ｌ

ラジエータ冷却

６．５Ｌ

直接噴射式

１８／８Ｌ

１０７ｋＷ

軽油

タンク別置形

２３．１　Ｌ／ｈ

１５９８ｋｇ

ＤＣ２４Ｖ－２４ＡＨ

ＲＥＨ

１０秒／４０秒以内

１６８６ｋｇ

－１

１２０／１４０　ｍ　／ｍｉｎ３

現地施工後の実測値による　目標値(参考)：85dB以下

基礎コンクリート(本工事)
M20×8箇所(接着系アンカーボルト)

蓋板（t4.5)側板（t4.5)底板（t6.0)

コンクリート：21-18-20
鉄筋：D13 タテヨコ200＠
差し筋共、既設スラブ目荒らし共

コンクリート：21-18-20
鉄筋：D13 タテヨコ200＠
差し筋共、既設スラブ目荒らし共
防水モルタル共

（参考図）

発電設備外形図(屋内仕様)　　S=1/20

（参考図）

別置き燃料タンク(950Ｌ)　　S=1/20



S=NO SCALE非常用発電機計算書
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号
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担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

**：1.000未満の場合は、消防設備用出力算定には使用できません｡

出力　　E
原動機定格

整  合

出力　　E'
原動機計算

備　考：GはG'の値の95%以上の値とする。

RG

RG4

RG3

RG2

RG1
定常負荷出力係数

自家発電設備出力計算シート（発電機）

1.398

0.662

1.292

0.000

1.398

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

RE2

RE3

RE

RE1
1.308

1.484

1.581

1.581

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

RG1

許容電圧降下出力係数

RG2

短時間過電流耐力出力係数

RG3

許容逆相電流出力係数

RG4

定常負荷出力係数

RE1

許容回転速度変動出力係数

RE2

許容最大出力係数

RE3

RE

特性等

ε  =

ａ  =

γ  =

**d =

**D =

負荷機器（4）

様式-2  のとおり

ηg  =

△E  =

KG4  =

KG3  =

xd'g =

原動機（3）

発電機

対象負荷機器

（2）

（1）

特性

定格電圧

定格出力

定格力率

特性

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

自家発電設備

種    類

形式番号

発電機出力

90.0

220

0.800

kVA

V

定格回転速度

極      数

定格周波数

1,800

4

60

極

Hz

原動機出力

使用燃料

原動機の種別

定格出力

軽油

ディーゼル機関（長時間形）

107.0 kW

定格回転速度 1,800 min

整合比 1.270

-1

-1min

0.855

0.250

0.250

0.150

1.500

0.225

1.100

0.900

1.000

1.000

{             PS}145.5

（ ）
K1  +

ηi×cosθi

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

=

1

=  RG  <      >  =

1

※  H  =  hb × ηi × cosθi
R6i × hki

1
K KG4

1

KG3
= fv1

（

エレベーター

=

（ηb×cosθb）

2

△E
（  1  -  △E  ）

（ 1 -

K

M3
K

Ai

Z'm
ks

K
M2

=

Sf  =

u  =

1
ηL cosθg

（  A  -  C  ）
△P

△P

1

△P 2

1
0.894

1.398

K
M3

Z'm
ks

ηi×cosθi
Bi

ηi×cosθi
Ci 2

=

0.800
1

1.000 1.000

16.67 16.67 16.67 0.00

（ 16.67 16.67
0.00

1.000

2

56.70
0.00 0.00

56.70

2

1.000 1.000
2

1.000

無（ 0 ）
0.250
0.250= 0.250

1.000
1.000

56.70
50.00 0.662

d

=

=

1.000
1.500 0.896

1.000
0.892 56.70

5.50
0.120
1.000

56.70
5.50

1.292

2

R3i × hki
ηi × cosθi

22

=
56.70 0.150

= 0.000

0.00 0.00 0.00
2

1.000 1.000
2

1 1.398

2

× D × Sf × = × × × =

+ -  2  × =

= =- ）

+ × （  1  -  3u  +  3u  ）

+（ ） ×（ 1 - 3 × + 3 × ）=

×  xd'g  × ×

× × × =）

× { × （ 1  - ）+ × }

×  { × （ 1  - ）+ × }
× ）

× × （ H - RAF ）+（Σ + Σ - 2 ×Σ ）×（ 1 - 3u + 3u ）

{ Σ（ ）} + { Σ（ ）× hph }

× （× - ）+（ ）×（ 1 - 3 × + 3 × ）

1  +

G  =G'  =  RG  ×  K  = 発電機定格出力 G（kVA）発電機計算出力  G' 1.398 56.70 79.26 90.0× =

=（

RE1,RE2,RE3  のうち最大値

ks
Z'm

G  × cosθg

E'  =  RE  ×  K  =

MR  =

MR' =

E'
MR' =

fv2
ηg'

fv3
ηg'

=

γ
1

ε
1

ηL

ηb
d ks

Z'm

=

ηg

d
ηb

（kW）

E* =

M'3
K

M'2
K

1 1

K
M'2

M'3
K

（kW）

0.894
1 1

0.855
1.000 1.308

=
1

0.900 0.812
1.000

0.900 0.225
0.896
1.000

56.70
5.50

+
0.120
1.000

56.70
5.50

0.500

1.484

=

=
1.100
1

0.812
1.000

56.70
5.501.000

0.896
1.000
0.120

0.500
5.50
56.70

1.581=

=  RE<      >  =3 1.581

1.581 56.70 89.62

89.62

90.0 0.800×
0.855 1.064

1.064

1.270

89.62

）× D ×（ ） = （ ）× ×（ ） =

× × { （ε- a ）× ×（ 1 - ）+ × cosθs × }

× × {（ - ）× ×（ 1 -

× × }

× ×  { × （ 1  - ）+ ×  cosθs  × }

× × { ×（ 1 - ）+ × × }

× =

× ηg  = × =

）

E = 107.0

E  =
（kVA）G  = 力率  =

（kW）
（PS）

90.0 0.800
107.0
145.5

ディーゼル機関（長時間形）自家発電設備の出力

（kW）

F-L 1 5.50 5.50 0.00 0.00 0.00 -- 5.50L単 消火ポンプ

50.00P1 1 50.00 16.6716.67 16.67 50.00--単 スコットトランス

0.45MLO 1 0.45 0.000.00L 0.00 0.45--単 1階機械室　排気ファン

0.75MLT 1 0.75 0.000.00L 0.00 0.75--単 有圧換気扇　給気用

3

4

1

2

3.21

6.25

45.83

50.00

3.19

1.91

10.47

18.77

5.30

-28.36

2.64

38.95MLT

2.91

1.75

-8.56

16.78

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書

（ただしエレベーター負荷のときは､各式にUv／nを掛けた値とする｡）  グループ欄が"単"の場合は、単機での始動を示す。

算    出

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

選

定

負荷出力合計値 K =

mi=M'3=mi=M'2=mi=M3=mi=M2=

<A>の値 <B>の値 <C>の値 <D>の値

最大値：A =

最小値：C =
次の値：B =

<A>：=ks／Z'm × mi

5.505.505.5050.00

16.67 16.67 16.6756.70

16.67
16.67
16.67

換算
入出力

負荷機器名称

プ
号

ル
グ

番

-

単相負荷（kW）

kVA
kW R-S

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

設
備

防
消

記

号

台

数

出  力
mi(kW)

式

動
方

始

S-T T-R 出力
Mp(kW)

分負荷
相当

<A>

M2の
選定

<B>
選定
M3の

<C>

M'2の
選定

<D>

M'3の
選定

式

御
方

制

率
要
需

di

△P  =  A  +  B  -  2C  =

<D>：=(ks／Z'm×cosθs-d／ηb) × mi<B>：={ks／Z'm-d／(ηb×cosθb)}× mi <C>：={ks／Z'm×cosθs-(ε-a )×d／ηb} × mi
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

B

C

D

E

F

A

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

Ｌ－１Ｂへ

電灯　階段室(1)

警備員室、玄関ホール

Ｌ－１Ｂへ

非常照明

階段室(2)

火報受信機

防火戸制御盤

ガス漏れ警報用

誘導灯

3・100／100

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

コンセント　会議室

コンセント　警備員・機械室

コンセント　収入役室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　監査委員室

盗難警報盤

コンセント　監査委員室(左)

コンセント　監査委員室(右)

警報盤

印刷室クーラー

冷暖房機

外灯盤2・ 50／ 30

2・ 50／ 20

室内機電源

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

電灯　事務室

電灯　玄関ホール

電灯　玄関ホール

電灯　更衣室・機械室

電灯　会議室

電灯　収入役・監査委員室

(１階　廊下) 無し

屋内埋込型　鋼板

32

33

31

ファンコイル　事務室
※不使用

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

ET(ED)

41

42

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

サンライン機器

サンライン機器

（合計）

（合計）

（合計）
主幹一次側も含む

（R-N、T-N 合計）

（R-T 合計）

（合計）

320

1200

1560

1000

1780

1180

990

300

740

300

180

6430 7580

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

屋内埋込型　鋼板

(１階　廊下)

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1

2

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

電灯　事務室

電灯　廊下

電灯　事務室

電灯　事務室

コンセント　コピー機用

電算保健課

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

電算室用

農林課

収入役室

オートドア(屋内側)

オートドア(屋外側)

コンセント　事務室

コンセント　事務室

19

2・ 50／ 30

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

コンセント　自動販売機

集中制御電源

室内機電源

18 1・ 50／ 20 福祉課

31

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20 電灯　事務室、トイレ

コンセント　ゼロックス用

2・ 50／ 30 ＪＡ ＡＴＭ電源

無し

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

B

A 非常照明

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

既設建物

コンセント　湯沸室
ウォータークーラー

無し

無し

戸籍端末

20

21

22

1階 地域総務課コンセント

32

2・ 50／ 20 コンセント　ゼロックス用41

ET(ED)

（合計）

（合計）
主幹一次側も含む

（R-N、T-N 合計）

（R-T 合計）

（合計）

25

23

24

(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)

1180

9355

1480

1020

1200

1380

1200

280

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

100

100

100

100

100

100

1350

600

750

750

750

750

100

100

1350

600

750

750

750

750

100

100

16546

100 100

100

950

100

950

2000 2000

0 0

536 536

2536 2536

1000 1000

1050

1000

1050

1000

900

1050

1050

1050

900

1050

400

900

1050

1050

1050

900

1050

400

400

100

200

300

400

100

200

300

900

1005

900

1005

1022

100

1022

100

100

1000

100

1000

200 200

1122

300

560

700

1260 1260

※既設、改修 ※既設、改修

Ｌ－１Ａ Ｌ－１Ｂ

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

予備
→倉庫(1)　複合機

606

478

753

461

185

500

141

41

114

4942

212

486

540

494

540

電灯　便所・廊下(既設電灯)

35

1104

1404

14041480

2520

8100

18577

6680 8035

15837

1687219857

1687219857

37503

300

1122

500 500

※予備ブレーカ流用
　回路名称変更

560

700

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

※新設

屋内壁掛型　鋼板
上部ダクト付(扉開閉型)

ＬＧ－３ (３階　廊下) 2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

1

2

3

4

大会議室コンセント

大会議室コンセント

文化スポーツ課コンセント

電算コントロール指令装置

5

6

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

予備

予備

500

500

500

500

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

（合計）

0

1000 1000

2000

ET(ED)
ET(ELB)

423

2039

410

4751

12229

29697

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

(１階　通路)

※新設

ＬＧ－１

屋内壁掛型　鋼板
上部ダクト付(扉開閉型)

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

2・ 50／ 2017

2・ 50／ 20 予備18

2・ 50／ 20 予備19

和室(警備員室)コンセント

会議室コンセント

身障者用便所洗浄便座

男子便所洗浄便座

男子更衣室コンセント

女子便所洗浄便座

地域総務課コンセント

地域総務課コンセント

長寿支援課分室コンセント

長寿支援課分室コンセント

農業委員会事務局コンセント

機械室コンセント

玄関ホールコンセント

農業委員会事務局コンセント

農業委員会事務局コンセント

電算コントロール指令装置

会計課分室コンセント

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

（合計）

0ET(ED)
ET(ELB)

4000

2・ 50／ 20 予備20

2・ 50／ 20 予備21

22 2・ 50／ スペース

500

500

4500

8500

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内壁掛型　鋼板
上部ダクト付(扉開閉型)

ＬＧ－２ (２階　廊下)

盤結線図 ※新設

A

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2

3

4

7

8

9

10

11

12

13

14

第１会議室コンセント

第２会議室コンセント

5

6 2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

電算室コンセント

放送機械室コンセント

女子便所洗浄便座

男子便所洗浄便座

農政課(個室)コンセント

農政課コンセント

農政課コンセント

農政課コンセント

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

15

16

17 2・ 50／ 20

NTT内線ユニット(電子入札室)

NTT内線ユニット(印刷室)

500

500

500

500

400

500

500

500

500

500

400

1 5002・ 50／ 20 電算コントロール指令装置

ＬＧ－３ 20003・ 50／ 30

建設課コンセント

建設課コンセント

建設課コンセント

学校教育課コンセント

500

500

500

500

18 2・ 50／ 20 予備

2・ 50／ 20 予備

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

（合計）

0

（合計）
主幹一次側も含む

ET(ED)
ET(ELB)

19

2・ 50／ 20 予備20

500

4400 3900

8300

10300

Ｌ－１Ａより
AC1φ3W
210-105V

Ｌ－１Ａ(G1系統)より
AC-GC1φ2W
105V

MCCB 2P
 50AF/ 50AT
(改修前)

ELCB 2P
 50AF/ 50AT
(改修後)

キュービクルより
AC1φ3W
210-105V

非常電灯動力盤より
(改修後)
　↑
発電機盤(G1系統)より
AC-GC1φ2W
105V
(改修前)

非常電灯動力盤より
(改修後)
　↑
発電機盤
(G1系統)より
AC-GC1φ2W
105V
(改修前)

非常電灯動力盤より
(改修後)
　↑
発電機盤(G3系統)より
AC-GC1φ2W
210V

MCCB 3P
 50AF/ 30AT
中性線欠相
保護付

ＬＧ－２より
AC-GC1φ3W
210-105V

非常電灯動力盤より
AC-GC1φ3W
210-105V

MCCB 3P
100AF/ 60AT
中性線欠相
保護付

非常電灯動力盤より
AC-GC1φ3W
210-105V

MCCB 3P
100AF/ 60AT
中性線欠相
保護付

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

屋内埋込型　鋼板

(３階　廊下)

B

A 非常照明

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

3・100／100無し Ｌ－３Ｂへ

Ｌ－３Ｃへ3・100／ 75無し

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

電灯　議員控室

電灯　議会事務局

電灯　議員ロッカー・図書室

電灯　屋上

コンセント　図書・廊下・機械室

コンセント　議長室

予備

予備

予備

予備

ファン　議長・控え・図書室

12 エアコン　閲覧室2・ 50／ 20

2・ 50／ 20 エアコン　印刷室無し

ET(ED)
（合計）

（合計）
主幹一次側も含む

（R-N、T-N 合計）

（R-T 合計）

320

960

1160

1040

360

3440

10520

12535

10530

33920

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

900

750

900

750

1170

2100

2090

2100

2090

4190 4190

※既設、改修

Ｌ－３Ａ

MCCB 3P
 50AF/ 50AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

ELCB 3P
 50AF/ 50AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

41

540

332

504

175

2900 1944

8705

3506

屋内埋込型　鋼板

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

2

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

18

(３階　廊下)

B

A 非常照明

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

予備

電灯　議員控室

電灯　委員会室(2)(3)

電灯　廊下・便所・委員会室(1)

電灯　会議室(3)

電灯　会議室(4)

コンセント　会議室

コンセント　会議室

コンセント　ウォータークーラー

コンセント　議会事務局・委員会室

コンセント　議会事務局・委員会室

コンセント　ブザー・インターホン用

予備

予備

予備

ファン　会議室

ファン　議員控・委員会室

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

ET(ED)

1

ファインコイル　会議室
※不使用
ファンコイル　議員控・委員会室
※不使用

（合計）

（合計）
主幹一次側も含む

（R-T 合計）

720

1440

1660

1200

1080

6360 5895

12255

280

12535

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

（R-N、T-N 合計）

1050

600

555

900

750

1050

600

555

900

750

900

1200

900

1200

200 200

0 0

※既設、改修

Ｌ－３Ｂ

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

49

369

492

794

477

369

4432 4224

8656

8705

(２階　電算室)

屋内壁掛型　鋼板 2

3

4

5

6

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

1

電算HUB

住民課1

住民課2

保健課

税務課

電算室

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

22

23

24

25

2・ 50／ 20

無し

無し

2・ 30／ 20

2・ 30／ 20

無し 2・ 30／ 20

2・ 30／ 20

2・ 30／ 20

無し

無し

21

26

住民課1

電算室2

住民課2

保健課

税務課

電算室1

戸籍1

戸籍2

戸籍3

ＬＧＷＡＮ

(名称なし)

（合計）

(番号無しの為
 仮番号)

(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)

27

28

29

(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)

30

31

（R-N、T-N 合計）

（合計）

300

200

100

100

200

200

500

500

500

500

500

2000 1600

3600

300

200

100

100

200

200

500

500

500

500

500

2000 1600

3600

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

200

200

200

200

100

500

1400

200

200

200

200

100

500

1400

※既設、改修

電算機盤

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

13

14

15

16

17

2・ 50／ 2018

無し 2・ 30／ 20

2・ 30／ 20無し

11

12

住民課1

電算室1(EX5800/120MD)

電算室2(住基ネットワーク)

住民課2

保健課

税務課

住民課2(EX5800/180MD)

住民課2(建設課)

(名称なし)

(名称なし)

(番号無しの為
 仮番号)

(番号無しの為
 仮番号)

19

20

（合計）

100

200

300

200

500

500

200

500

500

3000

100

200

300

200

500

500

200

500

500

3000

無し クーラー電源3・ 30／ 30 2.47 2.47

キュービクルより
(改修後)
　↑
1階書庫中継端子盤より
(発電機回路1次側より分岐)
AC3φ3W
210V
(改修前)

ET(ED)

屋内埋込型　鋼板

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1

2

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

電灯　事務室

電灯　事務室

18

(２階　廊下)

B

A

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20 非常照明

予備

電灯　会議室・通路

電灯　教育長・会議室

電灯　更衣室・便所

コンセント　教育長・会議室

コンセント　会議室・廊下

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

農村整備課

土改連

コンセント　湯沸室
ウォータークーラー2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

室内機電源

室内機電源

1・ 50／ 30

（合計）
主幹一次側も含む

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

（合計）

1020

1200

1320

1440

980

6820 6245

14233

280

14513

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

600

750

750

1050

1200

600

600

750

750

1050

1200

600

200

600

200

600

300

500

300

500

555

438

730

555

438

730

1168 1168

※既設、改修

Ｌ－２Ｂ

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

20

540

540

550

教育委員会、議会

農業委員会、教育委員会

2・ 50／ 2020 電灯　事務室 180

ET(ED)

B

C

D

A 非常照明

3・100／100

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20屋内埋込型　鋼板

(２階　廊下) Ｌ－２Ｂへ

2・ 50／ 30

予備

コンセント　コピー機用

無し

無し

無し

2・ 50／ 20 震度情報電源

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

商工観光課

総務課

建設課中央監視装置

無し

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1

2

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

電灯　事務室

電灯　事務室

電灯　事務室

電灯　通路

電灯　助役・印刷室

電灯　町長・応接室

コンセント　町長・助役室

コンセント　町長・助役室

コンセント　印刷・湯沸室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　事務室

コンセント　コピー機用

コンセント　コピー機用

コンセント　コピー機用

コンセント　コピー機用

アンプ

サイレン

四役表示システム電源

21

22 西階段室　コピー電源

23

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20 サイレン操作盤

24

25

26

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

室内機電源

室内機電源

1・ 50／ 20 リモコン操作盤

無し 電算室放送室クーラー2・ 50／ 20

無し 3・ 75／ 75

31

32

33

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 2034

35

36

電灯　事務室

コンセント　無線用

Ｌ－２Ｂへ

行政無線用

ET(ED)

電話交換機、FAX用コンセント

コンセント　行政無線

放送室クーラー電源
※2次側負荷無し、不使用

（合計）

（合計）
主幹一次側も含む

（R-N、T-N 合計）

（R-T 合計）

（合計）

(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)
(番号無しの為
 仮番号)

E

F

G

440

1200

840

1020

1440

1440

600

10660

660

180

14513

8780

21108

1240

41561

名　　　称回路No分岐 備　　考

T-NR-N

R-T(R-S-T)

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

改修前
容量(VA)(kw)

改修後
容量(VA)(kw)

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

100 100

300 300

1350

600

750

750

1050

1050

750

1000

1000

1000

1000

1350

600

750

750

1050

1050

750

1000

1000

1000

1000

300

1000

300

1000

100 100

1000 1000

100

100

100

100

438

730

500

438

730

500

100

1000

100

1000

400

200

200

400

200

200

※既設、改修

Ｌ－２Ａ

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修前)

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付
(改修後)

540

624

155

60

8791 7219

1668 1668

17678

564

電算機電源
→予備 ※回路名称変更 3600

540

540

711

(番号無しの為
 仮番号)

H

(番号無しの為
 仮番号)

(中扉内) 13

非常用進入口表示灯 15 15

1170

2442

8576

20828

298

298

1262

360

451

4950 4596

10714

10734

10734

30372

キュービクル
(L3系統)より
AC1φ3W
210-105V

Ｌ－３Ａより
AC1φ3W
210-105V

2階電算室UPSより
AC-GC1φ2W
105V

ELCB 3P
 75AF/ 75AT
中性線欠相
保護付

ELCB 2P
 50AF/ 30AT
(改修後)

MCCB 2P
 50AF/ 30AT
(改修前)

非常電灯動力盤より
AC-GC1φ3W
210-105V
(改修後)
　↑
Ｌ－２Ａより
AC1φ3W
210-105V
(改修前)

MCCB 2P
 75AF/ 75AT
(改修前)

ELCB 2P
 75AF/ 75AT
(改修後)

非常電灯動力盤より
(改修後)
　↑
発電機盤2より
AC-GC1φ2W
105V
(改修前)

Ｌ－２Ａより
AC1φ3W
210-105V

Ｌ－２Ａ(G2系統)より
AC-GC1φ2W
105V

キュービクル
(L2系統)より
AC1φ3W
210-105V

MCCB 2P
 50AF/ 50AT
(改修前)

ELCB 2P
 50AF/ 50AT
(改修後)

非常電灯動力盤より
(改修後)
　↑
発電機盤(G2系統)より
AC-GC1φ2W
105V
(改修前)

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替

漏電ブレーカ
に取替
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担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

x1

x1

x1

x1

x1

x1

xn

ﾆｭｰﾄﾗﾙ端子

鹿児島県防災情報
ﾈｯﾄﾜｰｸ用分電盤

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

(屋外)

屋外自立型　SUS,WP

Ｍ－２

※既設のまま

3・225／125 21.16

3・ 50／ 50 予備

1

2

3・100／ 75

3・100／ 60

14.85

10.97

（合計）

3・ 50／ 50 予備

46.98

1

2

3

ET(ED)
ET(ELB)

MAC-2(1階)

MAC-4(2階)

MAC-6(2階)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内壁掛型　鋼板

Ｍ－３ (３階　機械室)

※既設のまま

AC-2(3階)

3・ 50／ 50

3・ 50／ 30

3・ 50／ 30

6.98

2.92

2.92

AC-1(3階)

AC-1(3階)

AC-1(3階)

3・ 50／ 50

3・ 50／ 50

3・ 50／ 50

6.98

6.98

6.98

AC-2(3階)

3・ 50／ 50

3・ 50／ 30 2.92

予備

1

5

6

2

3

4

7

8

ET(ED)
ET(ELB)

（合計）36.68

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

動力盤Ｐ－３より
AC3φ3W
210V

ET(ED)

Ｐ－１ (３階　機械室)

屋内壁掛型　鋼板

3・ 50／ 20

2・ 50／ 20 制御電源

1

2

1.27

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

(１階　機械室)

屋内壁掛型　鋼板

ET(ED)

Ｐ－１Ａ

5.5

※既設のまま

3・100／ 751

AC-1(3階)

AC-2(3階)

OF-1(3階)

消火ポンプ

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

(１階　機械室)

屋内壁掛型　鋼板

MCCB 3P
 50AF/ 50AT

Ｐ－１Ｂ

※既設のまま

1.50

1.50

0.45

0.75

2・ 50／ 20

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 10A

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 2.5A

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 10A

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 4A

1

2

3

4

5

（合計）4.20

ET(ED)

AH-1(1階空調機)

LF-1(1階排風機)

AH-2(2階空調機)

LF-2(2階排風機)

空調操作盤電源

屋内埋込型　鋼板

(３階　廊下)

名　　　称回路No分岐

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

Ｌ－３Ｃ

備　　考

7

8

9

10

11

12

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20 電灯　録音室・通路

コンセント　議場

コンセント　議場

コンセント　議場放送用

予備

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1080

1080

500

450

330

1050

600

1500

1

2

（合計）

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

1800

1800

10240

3600

2560 4080

※改修前（既設、改修）

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

（注記）以下に凡例を示す。

リモコントランス
AC100V

電灯　議場

電灯　議場

電灯　議場

電灯　議場

電灯　議場

電灯　議場

リモコントランス 50

屋内埋込型　鋼板

(３階　廊下)

名　　　称回路No分岐

T-NR-N

R-T(R-S-T)

盤結線図

主幹開閉器

盤名称・電源種別 電圧（V） 分岐開閉器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT

Ｌ－３Ｃ

備　　考

7

8

9

10

11

12

3

4

5

6

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20 電灯　録音室・通路

コンセント　議場

コンセント　議場

コンセント　議場放送用

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1・ 50／ 20

1050

600

1500

1

2

（合計）

（R-T 合計）

（R-N、T-N 合計）

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

※改修後（既設、改修）

※回路名称変更

※回路名称変更

※回路名称変更

※回路名称変更

※回路名称変更

※回路名称変更

※回路名称変更

予備

予備

予備

予備

予備

電灯　書庫(旧傍聴者席)

電灯　書庫

電灯　書庫

容量
(VA)(kw)

容量
(VA)(kw)

リモコンリレー
20A300V 片切･両切

123

123

50

60

833 2673

0
ET(ED)

ET(ED)

3506

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

Ｍ－１ (屋外)

屋外自立型　SUS,WP

※既設のまま

3・100／ 75

3・ 50／ 20

3・ 50／ 30

3・ 50／ 30

1

2

3

4

3・100／ 75

3・100／ 60

3・ 50／ 50

（合計）43.09

1

2

3

ET(ED)
ET(ELB)

13.19

2.92

1.16

14.85

10.97

予備

MAC-1(1階)

AC-3(1階)

AC-4(1階)

予備

MAC-3(2階)

MAC-5(2階)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内壁掛型　ホーム分電盤

(２階　電子入札室)

1階 機械室耐雷トランスより
AC-GC1φ3W
210-105V

※主幹ブレーカ切(不使用)(既設のまま)

2

3

1 町長室

電算室

警備員室

予備

予備

予備

予備

スペース2・ 50／

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

2・ 50／ 20

4

5

6

7

8

ET(ED)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内埋込型　鋼板

(１階　廊下)

Ｌ－１Ａより
AC1φ2W
210V

2

3

2・ 50／ 20

2・ 50／ 10

外灯回路1

外灯回路2

操作電源

1

2・ 50／ 20

ET(ED)

※既設、改修

外灯盤

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内壁掛型　鋼板

Ｐ－Ｒ (Ｒ階　機械室)

盤結線図 ※既設のまま、2次側負荷無し(不使用)(Ｍ－１～３に幹線振替え済)

空冷ヒートポンプチラー

空冷ヒートポンプチラー

35.1

35.1

3・225／200

3・225／200

（合計）70.2

1

2

空冷ヒートポンプチラー

空冷ヒートポンプチラー

35.1

35.1

3・225／200

3・225／200

（合計）70.2

1

2

空冷ヒートポンプチラー 35.13・225／200

15.0冷温水循環ポンプ(2台、1台予備)

（合計）

2・ 50／ 20 空調操作盤電源

3・100／100

50.1

1

2

3

ET(ED)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

屋内壁掛型　鋼板

MCCB 3P
 50AF/ 50AT

Ｐ－３ (３階　機械室)

※既設のまま

0.45

1.50

3.70

2・ 50／ 20

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 2.5A

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 16A

ﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 7.1A1

2

3

4 空調操作盤電源

（合計）5.65

ET(ED)

AH-3(3階空調機)

AH-4(3階議場空調機)

LF-3(3階議場排風機)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

動力盤Ｐ－１Ｂより
AC3φ3W
210V

(１階　機械室)

屋内壁掛型　鋼板

Ｐ－２

※既設のまま

0.81

0.30

0.46

3・ 50／ 15

3・ 50／ 15

3・ 50／ 15

（合計）2.84

1.273・ 50／ 20

2・ 50／ 20 制御電源

1

2

3

4

5

ET(ED)

EF-1

OF-1

EF-2

OF-2
キュービクル(P2系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(P3系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(PE系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(P4系統)より
AC3φ3W
210V

Ｌ－３Ａより
AC1φ3W
210-105V

Ｌ－３Ａより
AC1φ3W
210-105V

MCCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付

ELCB 3P
100AF/100AT
中性線欠相
保護付

キュービクル(P1系統)より
AC3φ3W
210V

MCCB 3P
 50AF/ 30AT
中性線欠相
保護付

MCCB 2P
 50AF/ 30AT
(改修前)

ELCB 2P
 50AF/ 30AT
(改修後)

キュービクル(P2系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(P3系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(P1系統)より
AC3φ3W
210V

キュービクル(P4系統)より
AC3φ3W
210V

200V→100V回路に改修

リモコントランス撤去

200V→100V回路に改修

ブレーカ撤去(取替)
リモコンリレー撤去

漏電ブレーカに取替
配線改修

配線改修

漏電ブレーカ
に取替
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ａ Ｂ Ｃ高 Ｄ
Ｆ

ＥＧ

Ｈ

Ｉ

Ｍ

Ｏ

Ｐ

け け

Ｎ

し

た

す

ち

つ

て

と

な

な

ぬ

Ｊく こえ Ｌ

け

そ

に

さ

a

せ

Ｋb
c

LH

EA,ED EoEo

(ｲ)

(ｱ)

(ｲ)

(A)

ELB

(B)

EB EB

UPS

(1)

(2)(2)

(A)

(B)

(ｱ)

(ｲ)

(1)

(2)

(3)

(既設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

ＬＧ－１

(新設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１Ａ (既設)
盤結線図参照

Ｍ－２Ｍ－１

(既設)
盤結線図参照

（屋外） （屋外）

Ｌ－１Ｂ

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－１Ａ

(既設、改修)
盤結線図参照

外灯盤

(既設、改修)
盤結線図参照

中継端子盤

(既設)

Ｌ－３Ｃ

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－３

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－３ＡＬＧ－３

(新設)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－３Ｂ

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－３

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－Ｒ

電算機盤

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－２Ａ

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｐ－１Ｂ Ｐ－２

Ｌ－２Ｂ

(既設、改修)
盤結線図参照

ＬＧ－２

(新設)
盤結線図参照

電力引込
(別途対応)

PAS(高圧気中開閉器)

構内引込柱

接地端子箱

E22ﾟ

E60ﾟE60ﾟ E5.5ﾟE5.5ﾟ

低圧
動力盤
No.2

高圧
受電盤

低圧
動力盤
No.1

低圧
電灯盤
No.1

低圧
電灯盤
No.2

屋外型キュービクル

新設

配線のみ新設
非常用
発電機

非常電灯
動力盤

既設のまま
EM-CET100ﾟ、Ｅ14ﾟ×2

配線新設、配管既設流用

新設
E38ﾟ E22ﾟ

無停電電源装置入出力ケーブル接続端子盤
既設のまま

EM-CE14ﾟ-2C：電算室UPS
新設、防火区画貫通処理
(EP31相当)共

既設のまま

IV14ﾟ×3(25)
E8ﾟ(19)

1200×1200×H1200　重荷重鉄蓋共

1200×1200×H1200　重荷重鉄蓋共

記 号

ブロックマンホールリスト

ハンガーポスト ケーブルハンガー 支 持 碍 子

1000L ×4

1000L ×2

210-6t ×12 R65 ×12

R65 × 6210-6t × 6

仕     様

※ブロックマンホール内ケーブルには行き先表示札を取付けること。

新設

新設

備   考仕     様記 号 備  考

金属ダクトリスト

新設AS 500×H400 (鋼板、蓋ビス留)

新設(鋼板、蓋ビス留)AS 500×H200

仕     様記 号 備  考

プルボックスリスト

SUS,WP 新設600×600×H600

既設 既設のまま

新設600×600×H600 鋼板

新設鋼板200×200×H200

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ、E8ﾟ(FEP80)

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ、E5.5ﾟ(既設ZnGP70)

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ、E8ﾟ(既設FEP80)

EM-FP-C8ﾟ-3C、E5.5ﾟ(EP39)

動力・電灯設備幹線系統図

▼１ＦＬ
▼ＧＬ▼ＧＬ

▼２ＦＬ

▼３ＦＬ

▼ＲＦＬ
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ａ

高 a

b

て

と

た

ち

つ

な

ぬ

に

c

Ｆ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

d

え

く

こ

け

さ

し

す

せ

そ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

種 別 備    考行    先施  工配  管配     線記号 記号 種 別 備    考行    先施  工配  管配     線

新設高圧予備

新設土中 動力 低圧動力盤No.1～Ｍ－１

（FEP80-ZnGP70） 土中、露出

新設

新設

高圧（FEP80-ZnGP70） 土中、露出 新設構内引込柱～高圧受電盤

配線リスト

（FEP80） 土中 動力EM-CET150ﾟ 低圧動力盤No.1～Ｍ－２

EM-CET100ﾟ （FEP65）

構内引込柱～高圧受電盤

種 別 備    考行    先施  工配  管配     線記号

新設動力 低圧動力盤No.1～電算機盤土中（FEP30）

接地（FEP30-VE28）

（EP39） 新設
非常電灯動力盤～ＬＧ－２、
Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

電灯
(発電回路)

新設（EP31） 非常電灯動力盤～Ｌ－１Ａ（Ｇ１
系統）、Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

電灯
(発電回路)

露出

露出EM-IE14ﾟ×4

EM-IE22ﾟ×3、EM-IE5.5ﾟ×2

IV38ﾟ×3

E8ﾟ

IV38ﾟ×3

E8ﾟ

電灯インペイ（39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

電灯インペイ（39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

予備インペイ 既設のまま（31）×2

E60ﾟ

E38ﾟ

IV38ﾟ×3

IV22ﾟ×3

E14ﾟ

接地 Ｄ種接地インペイ

インペイ

インペイ

インペイ（75）

インペイ（75）

インペイ 動力

（既設63）

（既設75） 低圧動力盤No.1～Ｍ－３

インペイ

予備

EM-IE100ﾟ×3 電灯 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

配管既設のまま

配管既設のまま

EM-IE100ﾟ×3

EM-IE14ﾟ×3 動力 低圧動力盤No.2～Ｐ－３ 配線新設
配管既設流用

予備

予備

既設のまま

既設のまま

（25）

（25）

（既設51）

インペイ
電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～ＬＧ－３
配線新設
配管既設流用

（既設51）EM-CE8ﾟ-3C、E2.0

電灯インペイ

接地 Ｄ種接地インペイ（25） 既設のまま

インペイ

EM-IE100ﾟ×3 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ
配線新設
配管既設流用

（既設63）

（31） 予備 既設のまま

電灯インペイ（39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

電灯インペイ（31） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｃ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

予備インペイ 既設のまま（31）×2

IV22ﾟ×3

E14ﾟ

電灯インペイ（31） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｃ 既設のまま

予備インペイ 既設のまま（31）×2

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

E5.5ﾟ

E38ﾟ

動力

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

インペイ

接地 Ｄ種接地インペイ（25） 既設のまま

既設のままインペイ（51）

インペイ（75）

インペイ（75）

（75） インペイ

予備

予備

予備

予備 配管既設のまま

配管既設のまま

配管既設のまま

配線新設
配管既設流用EM-IE14ﾟ×3 （既設25） 低圧動力盤No.2～Ｐ－３

低圧動力盤No.2～非常用自家発電機動力 新設（EP63） 露出EM-CET150ﾟ

新設非常電灯動力盤～ＬＧ－２、
Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

電灯
(発電回路)

新設（EP31）
非常電灯動力盤～Ｌ－１Ａ（Ｇ１
系統）、Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

電灯
(発電回路)

露出

露出

（EP39）

非常電灯動力盤～ＬＧ－１
電灯
(発電回路) 新設（EP31） 露出

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤 新設露出（EP39）

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤 新設露出（EP39）

電灯
(発電回路)

新設（EP31） 露出 非常電灯動力盤～電算室ＵＰＳ

電灯
(発電回路)

新設露出

新設露出

非常電灯動力盤～
防災無線用耐雷変圧器

動力
(発電回路)

（EP39）

EM-IE14ﾟ×4

EM-CET22ﾟ

EM-CE22ﾟ-2C

EM-CE14ﾟ-2C

EM-IE22ﾟ×3、EM-IE5.5ﾟ×2

EM-CET14ﾟ

動力 新設露出（EP75） 非常用自家発電機～非常電灯動力盤EM-FP-C150ﾟ-3C

新設露出 非常用自家発電機～非常電灯動力盤EM-FP-C2ﾟ-4C 発電機
起動信号

（EP25）

EM-IE1.6×3、HIV1.6×3 （EP25）

新設EM-CET150ﾟ 動力 低圧動力盤No.2～Ｍ－２

動力 低圧動力盤No.1～電算機盤土中

新設動力 低圧動力盤No.1～Ｍ－３

土中 動力

動力土中

（FEP40）

新設土中（FEP65） 電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ

新設土中（FEP65） 電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

土中EM-CET100ﾟ （FEP65） 電灯 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ 新設

新設

新設

新設

低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

低圧動力盤No.2～非常用自家発電機

（FEP65）

（FEP30）

（FEP80）

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET22ﾟ

EM-CET150ﾟ

新設動力 低圧動力盤No.1～Ｍ－１

新設

新設

新設

新設（FEP80）×2 土中 予備

（FEP80）×2 土中 予備 新設

（FEP80）×2 土中 新設

新設土中 動力

土中 動力

動力土中

（FEP40）

新設土中EM-CET100ﾟ 電灯

新設土中EM-CET100ﾟ （FEP65） 電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

土中（FEP65） 電灯 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ 新設

予備

低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ

低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

低圧動力盤No.2～Ｍ－３

（FEP65）

EM-CET100ﾟ （FEP65）

EM-CET100ﾟ

EM-CET22ﾟ

EM-CET150ﾟ （FEP80）

土中、露出（FEP65-ZnGP70）

新設（FEP80）×2 土中 予備

低圧動力盤No.2～非常用自家発電機

動力 低圧動力盤No.1～電算機盤

新設動力 低圧動力盤No.1～Ｍ－３

動力

新設電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ

新設電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

EM-CET100ﾟ 電灯 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ 新設

新設

新設

新設

（FEP40-ZnGP36）

（FEP65-ZnGP70）

（FEP65-ZnGP70）

（FEP65-ZnGP70）

土中、露出

土中、露出

土中、露出

土中、露出

土中、露出

土中、露出

低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

土中 新設（FEP80）×6 予備

（FEP65-ZnGP70）

EM-CET150ﾟ （FEP80-ZnGP82）

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET22ﾟ

低圧動力盤No.2～非常用自家発電機動力

（FEP30-ZnGP28）

土中、露出

予備
（FEP80-ZnGP82）
×6

土中、露出

EM-CET100ﾟ

動力 低圧動力盤No.1～電算機盤

動力 低圧動力盤No.1～Ｍ－３立下げは
金属ダクト内

立下げは
金属ダクト内

コロガシ

コロガシ

EM-CET22ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET22ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

EM-CET100ﾟ

新設

新設

新設

電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ

電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

電灯 低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ

立下げは
金属ダクト内

立下げは
金属ダクト内

立下げは
金属ダクト内

コロガシ

コロガシ

動力立下げは
金属ダクト内

低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

コロガシ

コロガシ

動力 低圧動力盤No.1～電算機盤

動力

動力

低圧動力盤No.1～Ｍ－３

低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

コロガシ

コロガシ

コロガシ

電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ

電灯 低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

コロガシ

コロガシ

低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａコロガシ 電灯

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

動力 新設露出（EP75） 非常用自家発電機～非常電灯動力盤EM-FP-C150ﾟ-3C

電灯
(発電回路) 新設露出

新設露出

非常電灯動力盤～
防災無線用耐雷変圧器

動力
(発電回路)

（EP39）

インペイ（19）E22ﾟ 接地 Ｄ種接地 既設のまま

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

EM-IE14ﾟ×2

EM-IE5.5ﾟ×2

（既設39）

（既設31）

（既設25）

（既設25）

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

非常電灯動力盤～
Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

非常電灯動力盤～
Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

非常電灯動力盤～
Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

非常電灯動力盤～ＬＧ－２

（既設25）
配線新設
配管既設流用

（25）

動力 低圧動力盤No.2～Ｐ－１Ｂ

予備 既設のまま

既設のまま接地 Ｄ種接地E38ﾟ （25） インペイ

電灯

インペイ

インペイEM-IE100ﾟ×3

EM-IE14ﾟ×2

低圧電灯盤No.1～Ｌ－１Ａ 配線新設
配管既設流用

（既設63）

（既設25）
配線新設
配管既設流用

非常電灯動力盤～
Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

EM-IE5.5ﾟ×2 インペイ
配線新設
配管既設流用

（既設25）
非常電灯動力盤～
Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

既設のままIV38ﾟ×3 （39） インペイ 電灯

インペイ

既設のまま接地 Ｄ種接地インペイE8ﾟ （19）

インペイ（31）×2

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ

電灯
(発電回路)

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ（Ｇ１系統）EM-IE14ﾟ×2 （既設25） 配線新設
配管既設流用

既設のまま予備

インペイ

既設のままインペイIV5.5ﾟ×2 （25） 電灯
(発電回路)

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

既設のまま接地 Ｄ種接地インペイE8ﾟ （19）

既設のままIV38ﾟ×3 （39） インペイ 電灯

電灯
(発電回路)

EM-IE14ﾟ×2 （既設25）
配線新設
配管既設流用

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ（Ｇ１系統）

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ

電灯インペイ

接地 Ｄ種接地

電灯

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ

インペイ（既設51）

動力

インペイ

（既設63）

（既設63）

（既設25）

配線新設
配管既設流用

EM-IE100ﾟ×3

EM-IE100ﾟ×3

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

インペイ（既設51）

低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

低圧電灯盤No.2～Ｌ－３Ａ

低圧動力盤No.1～Ｍ－３

非常電灯動力盤～
Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）EM-IE14ﾟ×2

E60ﾟ

低圧動力盤No.1～電算機盤

（既設75）

電灯
(発電回路)

配線新設
配管既設流用

動力

（既設75）

（既設75）

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用

EM-CET22ﾟ、EM-CE22ﾟ-2C

非常電灯動力盤～ＬＧ－２

EM-CE5.5ﾟ-3C

非常電灯動力盤～電算機盤

EM-IE100ﾟ×3

EM-IE14ﾟ×3 低圧動力盤No.2～Ｐ－３動力
配線新設
配管既設流用

（25）

（25） 予備

既設のまま

既設のまま

EM-IE22ﾟ×3、E5.5ﾟ

電灯
(発電回路)

接地 Ｄ種接地インペイ（25）E38ﾟ

予備インペイ（31）

インペイ

インペイ

（既設25）

低圧電灯盤No.1～Ｌ－２Ａ

非常電灯動力盤～
Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

（既設63）EM-IE100ﾟ×3

EM-IE14ﾟ×2

既設のまま

既設のまま

配線新設
配管既設流用

配線新設
配管既設流用電灯

インペイ 既設のままIV38ﾟ×3 （39） 電灯 Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ

インペイ 既設のままIV2.0×2 （19） 電灯
(発電回路)

Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ（Ｇ２系統）

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のままE8ﾟ （19）

予備 既設のままインペイ（31）×2

IV38ﾟ×3

IV2.0×2

E8ﾟ

インペイ 既設のまま（39） 電灯 Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ

インペイ 既設のまま（19） 電灯
(発電回路)

Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ（Ｇ２系統）

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）

EM-IE14ﾟ×2

EM-IE14ﾟ×3

EM-IE22ﾟ×3
電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

新設露出 非常用自家発電機～非常電灯動力盤
発電機
起動信号

EM-CE8ﾟ-2C

非常電灯動力盤～有圧換気扇(給気)HIV1.6×3 （EP19）

（EP31）

6kV EM-CET(EE)38ﾟ

（FEP80）

土中

土中

低圧動力盤No.2～非常用自家発電機動力コロガシ 新設

EM-CE22ﾟ-2C

EM-CE5.5ﾟ-3C

EM-CET22ﾟ

EM-CE22ﾟ-2C

EM-CE5.5ﾟ-3C

EM-CET22ﾟ

EM-CET22ﾟ、E2.0×2

EM-CE8ﾟ-3C

EM-CE8ﾟ-3C、E2.0×2

コロガシ 非常電灯動力盤～ＬＧ－１電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤

低圧動力盤No.1～電算機盤動力コロガシ

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤

非常電灯動力盤～電算機盤

低圧動力盤No.1～電算機盤動力

（EP39） 露出

（EP39） 露出

露出（EP31）

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤コロガシ

電灯
(発電回路)コロガシ 非常電灯動力盤～ＬＧ－２

電灯
(発電回路)

コロガシ ＬＧ－２～ＬＧ－３

コロガシ

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～ＬＧ－３コロガシ

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

EM-CET14ﾟ、E5.5ﾟ、E2.0

EM-CET22ﾟ

EM-CE22ﾟ-2C

コロガシ

コロガシ

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤

非常電灯動力盤～電算機盤

新設

新設

EM-CET22ﾟ

EM-CE22ﾟ-2C

コロガシ

コロガシ

電灯
(発電回路)

電灯
(発電回路)

非常電灯動力盤～電算機盤

非常電灯動力盤～電算機盤

新設

新設

土中、露出

EM-CE5.5ﾟ-3C、
E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

EM-CE8ﾟ-2C、E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

非常電灯動力盤～
排気ファン、有圧換気扇(給気)

EM-CE5.5ﾟ-3C、
E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

EM-CET100ﾟ、E22ﾟ(ED)、E5.5ﾟ(ELB)

EM-CE5.5ﾟ-3C、
E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

EM-CE5.5ﾟ-3C、
E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

EM-CE5.5ﾟ-3C、
E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)

EM-FP-C2ﾟ-4C、
E22ﾟ(ED)、E1.6(ELB)

E5.5ﾟ(EA,ED)、E5.5ﾟ×2(Eo)

EM-CET150ﾟ、E60ﾟ(ED)、E22ﾟ(ELB)



S=1/100改修後　幹線、動力設備　１階平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

（コンクリート舗装）

（砂利敷）

Ｎ

(E)x3

(Dｴ)x2

(E)x4

(D)x3

さ

さ

ア

Ｃ

ＤＢ

Ｇ

高

Ａ

し
Ｉ

Ｊ

ＫＬ こ

Ｈ

え く

け

Ｅ

Ｆ

3
,
0
00
(
参
考
)

(A)

(B)

LH

消

(2)

(ｱ)

(ｲ)(ｲ)

(1)

(A)

(B)

(ｱ)

EB
Eo

Eo

(ｱ)

(ｲ)

(1)

(2)

(3)

EA,ED

ELB

1
5
0

1
50

(既設)
盤結線図参照

Ｌ－１Ｂ

Ｍ－２

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－１

(既設、改修)
盤結線図参照

外灯盤

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－１Ａ ＬＧ－１

(新設)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

九電柱
272ハ072

NTT柱
竹田引込4

2階電子入札室へ

弱電引込
既設のまま

支線柱
既設のまま

既設のまま
大口消防署菱刈分遣所用量水器

別途対応
電力引込

E60ﾟ

新設

配線新設、配管既設流用

1階機械室
平面詳細図
参照

既設のまま
中継端子盤

配線のみ新設

既設配管と接続

1200×1200×H1200　重荷重鉄蓋共

記 号

新設

ハンガーポスト ケーブルハンガー 支 持 碍 子 備   考

1000L ×4

仕     様

ブロックマンホールリスト

1200×1200×H1200　重荷重鉄蓋共 新設

※ブロックマンホール内ケーブルには行き先表示札を取付けること。

支線38ﾟ

コンクリート舗装復旧(ブロックマンホール跡)

新設

既設のまま
庁舎用量水器

新設、防火区画貫通処理
(EP31相当)共

EM-CE14ﾟ-2C：電算室UPS

新設

E22ﾟ
露出部はVE16で保護

(FEP30)：水抜き用

屋外型キュービクル

E38ﾟ

既設キュービクル跡
山砂で埋戻し

E60ﾟ
E5.5ﾟE5.5ﾟ

1000L ×4

210-6t ×12

210-6t ×12

R65 ×12

R65 ×12

コンクリート舗装撤去・復旧

(FEP30)：水抜き用

仕     様記 号 備  考

金属ダクトリスト

新設AS 500×H400 (鋼板、蓋ビス留)

新設(鋼板、蓋ビス留)AS 500×H200

仕     様記 号 備  考

プルボックスリスト

SUS,WP 新設600×600×H600

既設 既設のまま

新設600×600×H600 鋼板

新設鋼板200×200×H200

駐車線

駐車線引直し

※例：(Aｱ)→壁厚200mm・φ30のコア抜き及び
　　　　　　EP25相当の防火区画貫通処理
※照明、コンセント設備で共用

コア抜き、防火区画貫通処理リスト

記号 コア抜き 記号 防火区画貫通処理

Ａ

Ｂ

ア

イ

EP25相当

EP39相当

Ｃ ウ EP51相当

Ｄ

Ｅ

壁厚200mm・φ100

壁厚200mm・φ150

EP75相当エ

壁厚200mm・φ 60

壁厚200mm・φ 50

壁厚200mm・φ 30

掘削配管路断面参考図

砕石敷

a
a

a
a

砂利敷(再使用)

 
 
6
00
(
低
圧
)

1
,
2
00
(
高
圧
)

埋戻し(山砂)

埋戻し(山砂)

 
 
60
0
(
低
圧
)

1
,
20
0
(
高
圧
)

埋設標識シート 2倍長

埋設標識シート 2倍長

コンクリート打設(ワイヤーメッシュ共)

プライムコートPK-3 溶接金網
φ6 150×150

路 盤（再生砕石RC40㎜ t=15㎝）

コンクリート舗装参考図

新設
構内引込柱

管口は虫等が侵入しないようにすること
：砕石敷き

土をすき取り、砕石敷き(厚さ100mm)

砕石敷き撤去後、復旧

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ、E8ﾟ(FEP80)

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ、E8ﾟ(既設FEP80)

ネットフェンス(H1.8m 鋼板製 溶融亜鉛メッキ仕上)
フェンス基礎(200×200×H450 コンクリート製)

EM-CET100ﾟ、E22ﾟ、E5.5ﾟ(既設ZnGP70)

コンクリート舗装
・コンクリート(厚さ150mm)
・ワイヤーメッシュ(6mm・150×150)
・路盤材(再生クラッシャーラン：厚さ150mm)

200(埋設深さ1m以下)
400(埋設深さ1m超)

200(埋設深さ1m以下)
400(埋設深さ1m超)

コンクリート　Fc=24N/mm2　t=15cm

１階平面図　　S=1/100

S=NO SCALE

S=NO SCALE
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59,500

5,950 5,950 5,950 5,950 5,950



S=1/30
S=1/50改修後　１階機械室平面詳細図1
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

FA-1

1,665

1,630

2,
7
3
5

5
60

2,
0
30

5
0
0

500

ＦＩＸ(網入り) 厚4mm

1,665

1,630

2,
7
3
5

2,
6
00

70
0

500 500

3
5

1
6
5

4
10

1
60

2
6
0

1
70

5
2
0

2
,5
0
0

74
5

3
5

35 35
790

720

40

3
5

1
6
5

4
10

1
60

2
6
0

2
,5
0
0

3
5

35 35
790

720

40

54
5

5
00

39
0

消

消

P

6
00

2
,
00
0

2,920

300

1,900

150

3
00

2
,
24
0

300

１階機械室平面詳細図　　S=1/50

１階機械室Ａ側展開図　　S=1/50１階機械室Ｄ側展開図　　S=1/50

（基礎、燃料配管、建具取替）
※基礎・機器配置寸法は参考とする

消火ポンプ
既設のまま

単線結線図、参考図参照
非常電灯動力盤

ダクト接続板取替
ダクト接続板参考姿図参照

位置は打合せの上、決定のこと

新設消火器収容箱

コア抜き(壁厚200mm・φ200)
既設開口位置

建具取替
(建具参考姿図参照)

1
SD

排気消音器
75dB(A)

参考図参照
非常用発電機

参考図参照

ダクト接続板
既設のまま

ダクト接続板(取替)
ダクト接続板参考姿図参照
既設ダクト接続

1
SD

建具取替
(建具参考姿図参照)

コア抜き(壁厚200mm・φ200)
既設開口位置

排気消音器
75dB(A)

参考図参照
非常用発電機

ダクト接続板
既設のまま

コア抜き(壁厚200mm・φ200)
既設開口位置

既設のまま
空調ダクト

非常用発電機用燃料タンク
参考図参照

キャンバスダクト

SGP125A

SGP125A

排気消音器
75dB(A)

参考図参照
非常用発電機

1
SD

※改修前(取替)建具姿図

ガラリ

1
SD

※改修後(取替)建具参考姿図

防雨ガラリ
(アルミ)
開口率
30％以上

非常用発電機用燃料タンク

燃料戻り管(15A)

燃料送油管(15A)

燃料送油管(15A)
燃料戻り管(15A)

ダクト接続板(取替)
ダクト接続板参考姿図参照
既設ダクト接続

有圧換気扇(給気)
換気設備機器表参照

『少量危険物貯蔵取扱所』『発電設備』の表示をすること

ダクト接続板姿図 ※改修前(取替)

空調
ダクト
接続口
□410

機械室排気
ダクト接続口
□260

ダクト接続板(取替)
鋼板(L-50×50×t4)
塗装仕上

※改修後(取替)ダクト接続板参考姿図

空調
ダクト
接続口
□410

機械室排気
ダクト接続口
□260

ダクト接続板(取替)
鋼板(L-50×50×t4)
指定色塗装仕上

取付穴

取付穴

取付穴

既設消火器

溜枡

非常用
発電機

排気ダクト
接続口
□520 非常用

発電機
排気ダクト
接続口
□545

（　側　面　）（　正　面　） （　側　面　）（　正　面　）

プロパン庫

倉庫(1)

機械室

砂利
砂利

Ａ

展開方向Ｄ

Ｃ

Ｂ

▼FL▼FL

両開きスチール
フラッシュドア

枠:スチールt=1.6  扉:スチール=1.6

（1箇所）

ドアチェック(ストップあり)

(S=1/30)

両開きスチール
フラッシュドア

（1箇所）

シリンダー錠、フランス落し

SOP塗

下枠:SUS製

枠:スチールt=1.6  扉:スチール=1.6

ピボットヒンジ、ドアチェック(ストップあり)

扉:グラスウール充填

(S=1/30)

(S=1/30) (S=1/30)

Ｃ

Ｂ

7
,0
0
0

2
00

26
5

210 5,725 225

１ ２

4,
1
50

１ ２

210 2255,725

Ｂ Ｃ

265 7,000 200

4,
1
50



S=1/30
S=1/50改修後　１階機械室平面詳細図2
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

FA-1

(A)

a

b

E22

c d

CE

c

E22

FP8

E22

FP8

CE8

CE8

H

CE

H

900

100

2
,3
5
0

1
00

2
0
0

100

1,200

2,100

2,300

▼FL

1
5
0

1,000

▼FL

1
5
0

100100
1,200

MTR M
K

K

EB C1J

C1J

DT

(2)

TH

(2)

(3)

C2J

S1

P

Ｐ－２

(既設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１Ｂ

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１Ａ

１階機械室平面詳細図　　S=1/50

（排気ファンダクト）（電気配線配管）

１階機械室平面詳細図　　S=1/50

非常電灯動力盤参考姿図　　S=1/30

排気ファン
既設のまま

消火ポンプ
既設のまま

参考図参照

排気ファン
既設のまま

参考図参照
非常用発電機

以降平面図参照

以降平面図参照

E22ﾟ(VE16)

既設のまま

IV14ﾟ×3(25)
E8ﾟ(19)

管枕(L150×H70 コンクリート製)

管枕(L300×H130 コンクリート製)

非常用発電機用燃料タンク

注記)図中特記なき配線は下記による。

新設E22ﾟ (VE16)

新設EM-CE8ﾟ-2C、E2.0 (EP31)

新設EM-FP-C8ﾟ-3C、E5.5ﾟ (EP39)

新設EM-CE2ﾟ-4C(1C：E)

新設

(EP25)

新設

新設(EP19)EM-IE1.6×3

EM-IE1.6×3、E1.6×2

(EP25)

(EP25)

基礎コンクリート(本工事)

注記

２．基礎工事は本工事とする。

３．変圧器は、 「 トップランナー変圧器」とする。

４．ブレーカは遮断容量を満足する製品とする。

１．屋内型キュービクル２面体(鋼板製、前面保守型)とする。

FA-1

ｍｍ

接続口径

600

ｍ3/h

風量

Pa

1

騒音
(dB)

合計
消費電力
(W)

電源

単相/3相電圧

静圧

200V 3φ 59.0

形　　状記号

※新設

750
SUS製絶縁枠・SUS製バックガード・
600用SUS製ウェザーカバー(防鳥網)

備　　　　　考

給気用有圧換気扇
(低騒音形SUS製)

HIV1.6×3、E1.6×2

換気設備機器表

排気ファン用

単線結線図、参考図参照
非常電灯動力盤

床モルタル補修
既設基礎撤去跡

床モルタル補修
既設基礎撤去跡

8,900 80.0

取付開口部はつり
700×700
開口補強共

コンクリート：21-18-20
鉄筋：D13 タテヨコ200＠
差し筋共、既設スラブ目荒らし共

1.機器は室の使用等支障がないように、騒音値の低い機器を選定すること。
2.機器機器の電気容量は、記載値以下のものを選定する。
3.消費電力は JIS C 9603 に基づき測定した値とする。

排気ボックス再取付(移設)(500W×500H×2000L)

（　正　面　）（　側　面　）

プロパン庫

倉庫(1)

機械室

砂利
砂利

倉庫(1)

機械室

砂利砂利

プロパン庫

Ｃ

Ｂ

7
,0
0
0

2
00

26
5

210 5,725 225

１ ２
7
,0
0
0

2
00

26
5

210 5,725 225

１ ２

Ｃ

Ｂ

S
D4
0
0
φ

SD400φ



S=1/100改修後　幹線、動力設備　２階平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

(Dｴ)

(Dｴ) (Dｴ)

す

た

そ
そせ

し

Ｍ

Ｎ

Ｏ

UPS

Ｌ－２Ｂ

Ｌ－２Ａ
電算機盤

(既設)
盤結線図参照

鹿児島県防災情報
ﾈｯﾄﾜｰｸ用分電盤(新設)

盤結線図参照

ＬＧ－２
(既設、改修)
盤結線図参照 (既設、改修)

盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

既設のまま
CV14ﾟ-2C：電算機盤(UPS)

EM-CE14ﾟ-2C：電算室UPS
新設

無停電電源装置入出力ケーブル接続端子盤
既設のまま

２階平面図　　S=1/100

AD

PS
ES

女子便所

男子便所

更衣室

ロッカー

教育長室

PS

学校教育課

PS

PS

放送機械室

ES

AD

階段室(1)

印刷室

階段室(2)
第１会議室

湯沸室

農政課

建設課都市整備課

教育総務課

倉庫(3)

ES

第２会議室

農政課

電子入札室

ES

廊下

電算室

7
0
0

3
,7
0
0

2
,
26
5

2
,5
3
5

1
,4
0
0

2
,
80
0

Ｂ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

3,100 5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

59,500

5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

2
,
60
0

7,
0
00

1
6,
0
00

9
,0
0
0



S=1/100改修後　幹線、動力設備　３階、屋上平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

(B)

た

て
と

な

な

つ

ぬ

ぬ
ぬ

ぬ

ち

Ｐ

に

Ｌ－３Ｃ

Ｌ－３Ａ Ｌ－３Ｂ

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－３

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－３

Ｐ－１

(既設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－Ｒ

(新設)
盤結線図参照

ＬＧ－３
(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

既設のまま
EM-CET100ﾟ、Ｅ14ﾟ×2

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100

PS

女子便所

男子便所

傍聴者席

PSPS
PS

通路

機械室

廊下

中会議室

大会議室 大会議室

印刷室

廊下

階段室(1)

書庫

閲覧室
社会教育課 会議室 小会議室

録音室 書庫

文化スポーツ課

湯沸室
倉庫(4)

書庫

ポンプ室

階段室
(1)

ES

2
,
60
0

7
0
0

3
,7
0
0

2
,
26
5

2
,5
3
5

1
,4
0
0

2
,
80
0

Ｂ

Ｃ

Ａ

1
6,
0
00

7,
0
00

9
,0
0
0

１ ３ ６ ７ ８ ９ 10 11

3,100 5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

59,500

5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

２ ４ ５

7,
0
00

2
,6
0
0

7
00

3,
7
00

Ｂ

Ｃ

3,850 2,100

5,950

６ ７



S=NO SCALE照明器具参考姿図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

A1

A2

A3

A4

A5

B1

B2

B3

B4

C1

C2

D E F

埋込型 LED 丸型ベースライトG H J露出型 LED ベースライト 反射笠付I1

I2 吊下型 LED ベースライト 反射笠付 パイプ吊具500mm

露出型 LED コーナーライト 露出型 LED ミラーライトK L

露出型 LED キッチンライトM N O

Ｋ０１４３７７９保守率：０．９２
器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

3.0m2.6m2.4m2.1m

2.8

10.1

8.9

4.0

9.9

8.1

4.0

9.4

7.6

3.8

8.5

6.9

a1

a1P

保守率：０．９２
器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

2.6m2.4m2.1m 3.0m 4.0m

a2

Ｋ０１４３７８０

3.3

12.9

11.7

4.9

11.9

9.6

4.7

10.8

8.7

4.6

10.2

8.2

4.2

9.3

7.4

a3

a3P K1-LRS11-3
(非常照明 ダウンライト LED リニューアルプレート共)

K1-LRS11-1
(非常照明 ダウンライト LED リニューアルプレート共)

LRS1-08LN
(ダウンライト LED リニューアルプレート共)

埋込寸法(参考)：φ150
リニューアルプレート：φ200→φ150用

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

2.6m2.4m 3.0m

5.9

12.7

9.6

6.3

13.5

10.2

6.9

15.2

11.6

4.0m

7.9

18.6

14.6

5.0m

8.7

21.0

17.2

Ｋ０１４３７８０保守率：０．９２

a4 K1-LSS9-4-65
(常用・非常照明一体型 ベースライト LED)

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

保守率：０．９３ Ｋ０１７６５５７
2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

5.4 5.6 5.8 6.0 4.7

12.5 13.5 14.0 15.0 16.5

11.2 11.8 12.3 13.1 14.6

7.1 7.8 8.4 9.1 9.2
8.0 9.0 9.9 10.6 11.8 12.5
6.3 7.2 7.9 8.4 9.0 9.2
7.9 8.9 9.7 10.5 11.7 12.5
5.8 6.8 7.7 8.3 9.0 9.1
7.7 8.7 9.6 10.4 11.7 12.51lx

2lx
1lx
2lx
1lx
2lx 6.4
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常用･非常照明兼用型 階段通路誘導灯 LEDa5 a6LDS2-SK1-LBF11　階数表示付
(常用･非常照明兼用型 階段通路誘導灯 LED)

P

b1 SH1-FBF20-BL
(避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ型 直付型 片面 LED)

b1C

b1W

b2C

照明器具参考姿図

Q

壁面取付
枠：プラスチック

R 露出型 LED 赤色灯

電池内蔵型
電源部分離タイプ・非常用LED併用型
壁付防雨型

電源ユニット
(埋込型)

器具光束 800lm以上
壁直付型
カバー：プラスチック

器具光束 800lm以上
天井直付型・壁直付型
スイッチ付
カバー：プラスチック

埋込寸法(参考)：φ100

埋込寸法(参考)：φ100
リニューアルプレート：φ150→φ100用

埋込寸法(参考)：φ100
リニューアルプレート：φ200→φ100用

器具光束 4900lm以上
本体：鋼板
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート

器具光束 3700lm以上
本体：鋼板
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート

器具光束 700lm以上
天井直付型
カバー：アクリル

a2P1

a2P2

LSS9-4-23LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS9-4-30LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS9-4-37LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS10-4-65LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS10-4-48LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS10-4-30LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS10-4-23LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS9-2-15LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS9-2-30LN　(露出型 LED ベースライト) LSS10-2-30LN　(露出型 LED ベースライト) LSS1-4-23LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS15-4-41LN　(露出型 LED スクエアベースライト) LSS13-4-62LN　(露出型 LED 黒板灯)

LBF3MP/RP2-06 (露出型 LED SUS,WP)露出型 LED シーリングライト 防湿型・防雨型

K1-LRS11-1(非常照明 ダウンライト LED) K1-LRS11-2　(非常照明 ダウンライト LED) K1-LRS11-3　(非常照明 ダウンライト LED)

器具光束 6000lm以上(常用)
天井・壁直付型 ひとセンサ段調光
非常灯評定番号：LALE-015
本体：鋼板、レンズ：ガラス
蓄電池：ニッケル水素蓄電池

LBF3MP/RP4-20 (露出型 LED SUS,WP)

SH1-FBF20-BL ＋ リニューアルプレート(壁付用)
(避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ型 直付型 片面 LED)

SH1-FBF20-BL ＋ リニューアルプレート(天井付用)
(避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ型 直付型 片面 LED)

ST1-FSF23-BL ＋ リニューアルプレート(天井付用)
(通路誘導灯 Ｂ級ＢＬ型 直付型 両面 LED)

LSS9-4-48LN　(露出型 LED ベースライト)

LSS9-4-65LN　(露出型 LED ベースライト)

露出型 LED 標示灯(白文字、赤地)『使用中』

器具光束 6700lm以上
本体：鋼板
枠：鋼板、パネル：アクリル
埋込寸法(参考)：φ600

K1-LRS11-2　(非常照明 ダウンライト LED
リニューアルプレートφ150→φ100用共)

K1-LRS11-2　(非常照明 ダウンライト LED
リニューアルプレートφ200→φ100用用共)
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D
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C1
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B2A3

A3A5
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GHH

E

D

C2

A3

D

B1

B1 B1

3
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N

O

P
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I1 × 1LED ア

×

階段室(1)

2G
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× 1Q
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× 1b1

a4

b1C

b1C

b1C

b1C

b1C

a3P a3P a3P
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6

18

林務耕地課

A1

A1

a2P1

a2P1

a2P2a2P2

倉庫(1)

会議室

屋外 機械室

女子更衣室 書庫(2)

会計課分室
指定金融機関室

玄関ホール風除室

身障者用便所 女子便所

湯沸室

農業委員会
事務局

地域総務課 長寿支援課分室

2

1

P

IV2.0×2(19)

IV2.0×4(25)

B

A

1

F

2 33

3

F

32

3

A 21

4

IV2.0×2(19)

33

IV2.0×2(19)
31

31

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

IV2.0×5(25)
既設のまま

5

(25)IV1.6×6

(19)IV2.0×3

IV2.0×5 (25)

(25)IV2.0×4 既設のまま

既設のまま

(19)IV1.6×3

IV1.6×4 (25)

IV1.6×5 (25)

(19)

(19)IV2.0×2

IV1.6×2

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

IV2.0×5(25)
既設のまま

記号 仕　　　　　　様

LED い 露出型 LED 5200lm

LED あ 露出型 LED 3200lm :既設のまま

:再取付(移設)

既設照明器具リスト

C2

E
B4

D

P

P

Q

6

LED イ

LED ウ

避難口誘導灯 壁付型 LED B級BL形 :既設のまま

:既設のまま

LED ア 露出型 LED 3200lm 非常照明兼用型 :既設のまま

コア抜き、防火区画貫通処理リスト

記号 コア抜き 記号 防火区画貫通処理

Ａ

Ｂ

ア

イ

EP25相当

EP39相当

※例：(Aｱ)→壁厚200mm・φ30のコア抜き及び
　　　　　　EP25相当の防火区画貫通処理
※照明、コンセント設備で共用

Ｃ ウ EP51相当

Ｄ

Ｅ

壁厚200mm・φ100

壁厚200mm・φ150

EP75相当エ

壁厚200mm・φ 60

壁厚200mm・φ 50

壁厚200mm・φ 30

4

誘導灯用ブランクプレート取付
天井付・中型用 鋼板

非常呼出表示盤

注記)図中特記なき配線は下記による。

新設EM-EEF1.6-3C(1C:E)

新設EM-EEF1.6-2C

新設EM-EEF1.6-2C×2

新設EM-EEF1.6-2C (MMA)

a2P2

※薄線は既設のままを示す。
※配線傍記(MA)はメタルモールA型で配線保護を示す。

例：

通路誘導灯 天井付型 LED B級BL形 両面表示

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

１階平面図　　S=1/100
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例：

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

２階平面図　　S=1/100
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S=1/100改修後　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備　３階、屋上平面図
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FAX(099)298-5751

担当検図 製図
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縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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例：

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100
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S=1/100改修後　電灯(コンセント)設備　１階平面図
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担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
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令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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※例：(Aｱ)→壁厚200mm・φ30のコア抜き及び
　　　　　　EP25相当の防火区画貫通処理
※照明、コンセント設備で共用

コア抜き、防火区画貫通処理リスト
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例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。
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VVF2.0-3C(1C:E)

VVF2.0-2C×2、
VVF2.0-3C(1C:E)

EM-EEF2.0-3C(1C:E)(既設31)

※薄線は既設のままを示す。
※配線傍記(MA)はメタルモールA型、(MB)はB型で配線保護を示す。
※配線傍記(E25)は薄鋼電線管EP25で配線保護を示す。
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S=1/ 50
S=1/100改修後　電灯(コンセント)設備　２階平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図
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知事登録第 1-4-6 号
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令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。

２階平面図　　S=1/100

電算室平面詳細図　　S=1/50
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S=1/100
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改修後　電灯(コンセント)設備　３階、屋上平面図

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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22

AC
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2E

2
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2ET

2

2

2E

2E 2E

2

2
2

2

2

2
2E

2

2E

G2E G2E

G2E

G2E

TV盤

Ｌ－３Ｃ

Ｌ－３Ａ Ｌ－３Ｂ

(新設)
盤結線図参照

ＬＧ－３
(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

5

11

8

7

6

既設のまま
IV2.0×2(19)

9

10

8

9

12

6

10

電算コントロール指令装置

既設のまま
IV2.0×2(19)

既設のまま
VVF1.6-3C(1C:E)(25)

1
2

3

4

13

3

(L-3B)

例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100
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女子便所

男子便所

傍聴者席

PSPSES
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通路

機械室
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中会議室

大会議室 大会議室

印刷室

廊下

階段室(1)

倉庫(4)

書庫

閲覧室
社会教育課

書庫

会議室 小会議室

録音室

湯沸室

書庫

文化スポーツ課
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S=1/100改修後　拡声、自動火災報知設備　１階平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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Ｎ

H

H

<19>

H

H

H

H

H

H

H

H

H

<19>

<19><19>

2

BP

※薄線は既設のままを示す。

自動火災報知設備

既設のままHIV1.2×5 (19)

既設のままHIV1.2×4 (19)

(既設19)
配線新設
配管は既設流用EM-AE1.2-2C

再取付(移設)

注記)図中特記なき配線は下記による。

拡声設備

既設のままHIV1.2×3 (19)

(19) 既設のままHIV1.2×2

EM-HP1.2-3C 新設

ボックス内で既設配線と接続

AE1.2-4C 既設のまま

１階平面図　　S=1/100

PS

玄関ホール

風除室

踏込

プロパン庫

書庫(2)

PS

倉庫(2)

PS

階段室(2)

押入 押入

通路

倉庫(1)

ES

廊下

警備員室

シャワー
室 押入

PS

和室

和室

機械室

会議室

林務耕地課

女子
更衣室

男子更衣室

書庫(1)

会計課分室

指定金融
機関室

階段室(1)

女子便所

男子便所

湯沸室

身障者用
便所

農業委員会事務局

長寿支援課分室地域総務課
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改修後　拡声、自動火災報知設備　２階平面図 S=1/100
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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H

H
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H
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H

H
H

H

H
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HHH

H

H H H <19>

<19><19><19><19>

H

<19>

<19>

<19> <19>

3 4

2
2 2

A
M
P

再取付

再取付

再取付

再取付再取付

再取付(移設)

再取付(移設)再取付(移設)

ボックス内で既設配線と接続

ボックス内で既設配線と接続

ボックス内で既設配線と接続

２階平面図　　S=1/100
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放送機械室
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農政課 第１会議室

第２会議室

倉庫(3)

電算室

印刷室

電子入札室

建設課

廊下
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S=1/200天井改修　１～３階平面図、石綿含有調査一覧表
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

(2)

(B)

(7)

(1)

(1)

(1) (1)

(1)(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

(2)

(1)

(1)

(2)
(2)

(2) (2)

(2) (2)
(2) (2)

(2)(2)

(2) (2)

(1)

(1)

(1) (1)

(1)(1)(1)

(1) (1)

(1) (1)

(1) (1)

(1)(1)(1)

(1)

(1)(1) (1) (1)

(1) (1) (1) (1)

(1)(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2) (2)

(2) (2)
(2)

(2)

(1)

(1) (1)

(1)

(1)

(1) (1) (1) (1) (1)

(1) (1) (1) (1) (1) (1)

(1)

(1)

(1)

(4) (4) (6) (6) (6) (6)

(6) (6) (6) (6)

(6) (6) (6) (6)

(6)

(6)

(5)

(5) (5)

(5)

(5)

(5)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7) (7)

(7)

(7)

(7) (7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(7)

(8)
(4)

(4) (4) (4)

(8)

(4)

(4)

(4)

(4)

(4) (4) (4) (4) (4) (4) (4)(4)

(4)

(4)

(4)

(8)(8)(8)(8)

(8) (8) (8)

(3)

(1)

(2)

(4)

(5)

(3)

(6)

(7)

(8)

(A)

(B)

(C)

(8)(8)

(8) (8) (8) (8) (8)(8)

(2) (2)(8) (8) (8)(8)

(A)

(A)

(A)

(C)

(C)

記 号 備  考サイズ 記 号 備  考サイズ

天井・壁改修リスト

天井材撤去・張替1300× 350

1300×1300

 700× 350

天井材撤去・張替

天井材撤去・張替1300× 250

天井材撤去・張替1600× 250

 700× 700

 250× 250

 350× 350 天井材撤去・張替

天井材撤去・張替

1300× 300 天井塗替

1350× 150 壁塗替

壁塗替 400× 200

※照明器具、スピーカー取付跡を補修する。
※サイズは参考とする。

天井材撤去・張替

天井高

供用期間(参考)

室名

は内部仕上足場を示す。

内部仕上足場
(枠組棚足場)

約 4.3 m

機械室

60 日

天井高

供用期間(参考)

室名 階段室(2)

7 日

約 4.1 m

天井高

供用期間(参考)

室名

7 日

階段室(1)

約 3.7 m

天井高

供用期間(参考)

室名

内部仕上足場
(脚立足場)

約 3.8 m

7 日

機械室

天井高

供用期間(参考)

室名

内部仕上足場
(枠組棚足場)

約 4.5 m

書庫

14 日

天井材撤去・張替

内部階段仕上足場

内部階段仕上足場

階 数

－
外壁

施 工 場 所

石綿含有調査一覧表

外壁　柱型 吹付タイル

建具シーリング

和室

壁

天井

壁

ビニールクロス貼 PB ア 12+9

ア 9

ア

ビニールクロス貼 PB ア 12+9

ビニールクロス貼 PB ア 12+9

9

天井 化粧石膏ボード ア 9
警備員室、和室

機械室 非常用発電機排気管ガスケット

非常用発電機排気管断熱材

書庫(1)

書庫(2)

玄関ホール

会計課分室

男子更衣室

廊下

地域総務課

通路

身障者用便所

男子便所、
女子便所

林務耕地課

天井

壁

天井

壁

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

磁器タイル

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

化粧石膏ボード ア 9

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

ア 9

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁 モルタル塗 塗装仕上

石綿セメント板 ア 4

天井

壁 磁器タイル

石綿セメント板 ア 4

岩綿吸音板 +PBア 9 ア

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

指定金融機関室

長寿支援課分室

農業委員会事務局

モルタル塗 塗装仕上

化粧石膏ボード ア 9

PB 塗装仕上

プラスター塗 塗装仕上

１～３

１

会議室

倉庫(1)

天井

壁

天井

壁

塗装仕上

塗装仕上

岩綿吸音板

化粧石膏ボード

クロス貼 PB

壁

農政課、建設課、
都市整備課、
学校教育課

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
農政課

化粧合板

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

化粧合板
第１会議室

天井

壁 化粧合板
第２会議室

天井

壁
倉庫(3)

モルタル塗 塗装仕上

天井

壁

化粧石膏ボード ア 9
印刷室

PB 塗装仕上

天井

壁
電算室

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁
放送機械室

ア 12+9ビニールクロス貼 PB

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁 ア 12+9ビニールクロス貼 PB

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
電子入札室

天井

壁 ア 12+9ビニールクロス貼 PB

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
電子入札室

天井

壁 アビニールクロス貼 PB

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
教育総務課

12+9

天井

壁
教育長室

天井

壁 銘木シート貼、クロス貼

岩綿吹付 PB ア 9
書庫、傍聴者席

クロス貼 PB ア 12+9

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁
録音室

化粧石膏ボード ア 9

天井

壁
通路(録音室前)

化粧石膏ボード ア 9

PB 塗装仕上

天井

壁

化粧石膏ボード ア 9

クロス貼 PB ア 12+9

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

天井

壁
印刷室

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
閲覧室

クロス貼 PB ア 12+9

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
中会議室

プラスター塗 塗装仕上

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上

クロス貼 PB ア 12+9

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9社会教育課、
文化スポーツ課 クロス貼 PB ア 12+9

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

クロス貼 PB ア 12+9
会議室

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

クロス貼 PB ア 12+9
小会議室

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

クロス貼 PB ア 12+9
大会議室

３

２

屋上

－

外壁

屋外型キュービクル

吹付タイル

耐火パテ

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9
廊下

天井

壁

岩綿吸音板 +PBア 9 ア 9

プラスター塗 塗装仕上
廊下

書庫(南)

書庫(北)

PB 塗装仕上

壁 吹付タイル

吹付タイル（1階）

化粧石膏ボード ア 9

化粧石膏ボード ア 9（2階）階段室(2)１～２

プラスター塗 塗装仕上

天井

天井

吹付タイル

吹付タイル（2階）

9（1、3、R階）

検体採取
分析調査

(実施済：〇)

飛散対策
有無

施工内容
(石綿含有ありのみ記載)

石綿含有
有無

(有のみ記載)

有 照明取替(既設ボルト流用不可)

備 考

有

有不明 排気管撤去

有不明 排気管撤去

アンカー打ち

有

有

有 新設配管、コンセントビス打ち有

有 有 新設配管、コンセントビス打ち

有

有

新設配管、コンセントビス打ち

新設配管、コンセントビス打ち

有

有

有

有

有(みなし)

有 有 新設配管、コンセントビス打ち

新設配管、コンセントビス打ち有

新設配管、分電盤

有 有 新設配管、コンセントビス打ち

有

新設配管、コンセント

有

有

新設配管、コンセント

新設配管、コンセント

ビス打ち有

有

電源穴開孔

電源穴開孔

アンカー、ビス打ち

有(みなし)

新設金属ダクト

新設金属ダクト

アンカー打ち

アンカー打ち

有 有 ビス打ち 新設配管、コンセント

有 ビス打ち 新設配管、コンセント有

有

有 アンカー、ビス打ち有

アンカー

照明取替、新設配管

照明取替(既設ボルト流用不可)

有 有

有

新設配管、コンセントビス打ち

有 新設配管、コンセントビス打ち有

有 新設配管、コンセント有

有

有

有

アンカー、ビス打ち

照明取替(既設ボルト流用不可)有

有

アンカー打ち

撤去

有

有

有 新設配管、分電盤有 アンカー、ビス打ち

有 新設配管、分電盤有 アンカー、ビス打ち

有 有 アンカー、ビス打ち 照明取替(既設ボルト流用不可)

仕　　上　　等

階段室(1)
１～
屋上

有 有

有

施工なし

施工なし

施工なし

施工なし

施工なし

施工なし

磁器タイル

※浮遊石綿環境測定を作業中及び作業完了後に1階林務耕地課前通路及び2階廊下で行うこと。
　(測定点数及び測定箇所は参考とする)

石綿分析調査(検体採取共)を本工事で実施

石綿分析調査(検体採取共)を本工事で実施

１階平面図　　S=1/200

２階平面図　　S=1/200

３階平面図　　S=1/200

屋上平面図　　S=1/200

PS

和室

女子更衣室
書庫(1)

風除室

倉庫(2)

湯沸室

倉庫(1)

警備員室

和室 会議室

男子更衣室

書庫(2)

林務耕地課

玄関ホール

会計課分室

指定金融
機関室

階段室(1)

地域総務課 長寿支援課分室

農業委員会事務局

廊下
通路

男子便所

女子便所

身障者用
便所

湯沸室

女子便所

男子便所

更衣室

農政課 都市整備課 建設課 学校教育課

廊下

倉庫(3)

印刷室

放送
機械室

電子入札室

教育総務課

大会議室 大会議室

女子便所

男子便所階段室(1)湯沸室
倉庫(4)

廊下
廊下

傍聴者席

通路

印刷室

閲覧室 中会議室 社会教育課 文化スポーツ課 会議室 小会議室

階段室(2)

第１会議室農政課

第２会議室

教育長室

ポンプ室

階段室(1)

録音室

書庫

書庫

階段室(2)

機械室

階段室(1)

機械室書庫

電算室
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高圧受電盤 低圧電灯盤 低圧動力盤No.1 低圧動力盤No.2

S=1/30改修前　高圧単線結線図、キュービクル姿図、盤結線図
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担当検図 製図
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図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
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第 160627 号
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40

過電流ロック機構付

ＺＣＴ、ＶＣＴ、ＧＲ付

(28)

Ｅ１

８°

構内１号柱

6KV、CV38°-3C(70)　ｼﾞｭｰﾄ巻

7.2KV　200A

CVV　3.5°-5C

CVV-S　3.5°-2C
(54)ｼﾞｭｰﾄ巻

3φ3W　6KV　60Hz

高圧引込

PF PF

Ｖ

DS

FL10W

ＧＲ

※１

VS

ＯＣＲ

Ａ

AS

※1※2

Ｖ

Ａ

ＶＶ

FL10W FL10W FL10W

ＡＡ

幹
線

番
号

負
荷
名
称

開
閉
器

遮
断
器

22° 38° 60° 60°

E1 E1 E2 E3

(LA用)

CT×2

75KVA

(ｷｭｰﾋﾞｸﾙ内に取付)

接地端子盤

ＴＨ ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

換気扇

保守用ｺﾝｾﾝﾄ

※2

ＣＨ
(ｹｰﾌﾞﾙﾍｯﾄﾞ)

ＣＨ
(ｹｰﾌﾞﾙﾍｯﾄﾞ)

DS×3(断路器)

受変電設備

外　部

×2

(電流計)

(電圧計)

高圧受電盤

VCB(真空遮断器) 7.2KV

(過電流継電器)

SC 3φ(進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ)

LBS×3P

7.2KV

100A

(高圧交流負荷開閉器)
PCS×2

7.2KV　30A

(F=30A)

LBS×3P

7.2KV

100A

7.2KV　30A

(F=30A)

PCS×3

TR 1φ

P:6KV

S:200V/100V

　75KVA

TR 3φ

P:6KV

S:200V

200KVA
TR 3φ

100KVA

P:6KV

S:200V

(高圧交流負荷開閉器)(高圧ｶｯﾄｱｳﾄ) (高圧ｶｯﾄｱｳﾄ)

(地路継電器)

(変流器)

(変流器) (変流器) (変流器)

(電力ﾋｭｰｽﾞ) (電力ﾋｭｰｽﾞ)

(電流計切換開閉器)

(電圧計切換開閉器)

PT×2
(計器用変圧器)

(ﾋｭｰｽﾞ) (ﾋｭｰｽﾞ) (ﾋｭｰｽﾞ)

(断路器)

CT×2 CT×2 CT×2

DS

VS

AS

F

DS

VS

AS

FF

DS

VS

AS

(変圧器) (変圧器) (変圧器)

(P:一次、S:二次) (P:一次、S:二次) (P:一次、S:二次)

TC×2
(引外しｺｲﾙ)

E
LC
B
:
漏
電
遮
断
器

M
CC
B
:
配
線
用
遮
断
器

ＷＨＰＣＴ

DS×3(断路器)

7.2KV　30A

LA ×3

8.4KVA

(避雷器)

責任分界点及び財産分界点

(電力需給用計器用変成器)
(電力会社の管轄)

(電力会社の管轄)

(電力量計)

400A

8kA

負
荷
容
量

(k
V
A)

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

MCCB 3P
100AF/100AT

発電機より
AC3φ3W
210V

(１階　機械室)発電機盤1

※撤去

3

1

2 2・ 50／ 30

スコットトランス

分電盤Ｇ３へ(Ｇ３系統)

0.45

(VA)1

セパレーター

(VA)2・ 50／ 50 分電盤Ｇ２(Ｇ２系統)

ET(ED)

無し

(VA)
分電盤Ｇ１(Ｇ１系統)より

2

冷 20002・ 20／ 20

1420

69602・ 50／ 50 分電盤Ｇ１(Ｇ１系統)

低圧電灯盤 低圧動力盤(No.1) 低圧動力盤(No.2)

40
0
/3
0
0

50
/
5
0

50
/
50

40
0
/4
0
0

40
0
/
40
0

50
/
20

50
/
20

50
/
50

50
/
2
0

P
3 P
4 P
5

P-
1
B
、
P-
3

P
-
1
C

P P

（
予
備
）

（
予
備
）

P
（
予
備
）

（
予
備
）

P
1 P
2 P
E

P
6

消
火
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ

発
電
機

L L
1

L
2

L
3 L
4 L L L

GR
電
源 (
10
0
V)

換
気
扇

保
守
用
ｺﾝ
ｾ
ﾝﾄ

L
-
1A
、
L-
1
B

L
-
2A
、
L-
2
B

L
-
3A
、
L-
3
B

（
予
備
）

E
L
CB
 
2P

E
L
CB
 
3P

M
C
CB
 
2P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
2P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

M
C
CB
 
3P

5
0/
5
0

12
5
/1
0
0

12
5
/7
5

12
5
/1
0
0

12
5
/7
5

12
5
/1
0
0

25
0
/2
2
5

25
0
/2
2
5

25
0
/2
2
5

ﾎ
ﾟ
ﾝﾌ
ﾟ
室

(
撤
去
済
)

3
9.
9

4
1.
6

3
3.
9

0.
1

0.
1

(合計　115.6　kVA)

L
-3
C

4
3.
1

4
7.
0

P
-
1
A

5.
5

2
0.
5

1
2.
7

3
6.
7

8.
9

(合計　58.3　kVA)(合計　116.1　kVA)

M
-
1

M
-
2

M
-
3

ＰＡＳ　7.2KV　200A (気中開閉器)

排気ファン

(VA)

発電機運転時ON
試験-断-自動ｽｲｯﾁﾓｰﾀｰﾌﾞﾚｰｶｰ 3P 4A

2・ 50／ 40 防災無線用耐雷変圧器

200 MCCB ELCB100 P・AF／AT主幹開閉器
T-NR-N

名　　　称
分岐開閉器電圧（V）

回路No分岐 備　　考
盤名称・電源種別

盤結線図

R-T(R-S-T)

容量(VA)(kw)

(１階　機械室)

2・ 75／ 75 電算室へ無し

無し 2・ 50／ 40

発電機盤2

ET(ED)

3000

1400

※撤去

500

(VA)1000

捨てコンクリート

基礎コンクリート

砕石

(放電ｺｲﾙ内蔵)

屋内壁掛型　鋼板
盤寸法：W600×H900×D200

スコットトランスより
AC1φ2W
105V

スコットトランスより
AC1φ2W
105V

スコットトランスより
AC1φ2W
105V

1階機械室 冷凍庫、冷蔵庫
1階 倉庫(1) 複合機

スコットトランスより
AC1φ2W
105V

スコットトランスより
AC1φ2W
105V

無停電電源装置へ
(2F電算室3kVA-UPSへ)

屋内壁掛型　鋼板
盤寸法：W300×H300×D130

（撤去、基礎共）

キュービクル姿図　　S=1/30

高圧単線結線図

（　正　面　） （　側　面　）

▽ＧＬ▽ＧＬ
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S=1/100改修前　幹線、動力設備　１階平面図
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Ｎ

い

ア

え

さ

さ

あ

い

う

し

う

く

こけ

き

か

お

え

か

き

くし

お

こ

ア

さ

け

あ

う

う

TR

S

EA

EA(LA)

EB

ED

消

TR
K

K
DT

MM

PP

M

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１Ａ

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－２

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－１

(既設)
盤結線図参照

発電機盤2

(既設)
盤結線図参照

発電機盤1

Ｌ－１Ｂ

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－１Ｂ

Ｐ－２

外灯盤

(既設、改修)
盤結線図参照

Ｌ－１Ａ

(既設、改修)
盤結線図参照

電力引込
別途対応

九電柱
272ハ072

NTT柱
竹田引込4

配線リスト

CVT100ﾟ 電灯

CVT100ﾟ 電灯 キュービクル～Ｌ－２Ａ

CVT100ﾟ 電灯 キュービクル～Ｌ－３Ａ

CVV3.5ﾟ-5C

CVV-S3.5ﾟ-2C

高圧

ＧＲ用

ＧＲ用 構内引込柱～キュービクル

構内引込柱～キュービクル

6kV CV38ﾟ-3C 構内引込柱～キュービクル

（FEP80）

（FEP80）

（FEP80）

土中

土中

土中

（70）

（54）

CVT150ﾟ

CVT150ﾟ

CVT150ﾟ

CV22ﾟ-3C キュービクル～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３（FEP50） 土中

（FEP80）

（FEP100）

（FEP100）

（FEP100）

土中

土中

土中

土中

E60ﾟ 接地 Ｄ種接地　キュービクル～庁舎

CVT100ﾟ 電灯 キュービクル～Ｌ－１Ａ

CVT100ﾟ 電灯 キュービクル～Ｌ－２Ａ

CVT100ﾟ キュービクル～Ｌ－３Ａ

動力 キュービクル～発電機

CVT150ﾟ

CVT150ﾟ

CV38ﾟ-3C

CVT150ﾟ

（FEP50）

（FEP100） 土中

土中

（FEP50）

（FEP80）

（FEP80）

（FEP80）

（FEP80）

（FEP100）

（FEP100）

土中

土中

土中

土中

土中

土中

土中

AP8ﾟ-3C （FEP50） 土中

キュービクル～発電機

AP8ﾟ-3C （FEP50） 土中

キュービクル～
Ｐ－１Ａ(消火ポンプ)

キュービクル～
Ｐ－１Ａ(消火ポンプ)

動力

動力

動力

動力

動力

動力

動力

動力

動力

動力

CV22ﾟ-3C （FEP50） 土中 動力

E60ﾟ 接地 Ｄ種接地

電灯

キュービクル～Ｌ－１Ａ

キュービクル～Ｐ－１Ｂ、Ｐ－３

CV38ﾟ-3C

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

キュービクル～Ｍ－１

キュービクル～Ｍ－２

キュービクル～Ｍ－３

キュービクル～Ｍ－１

キュービクル～Ｍ－２

キュービクル～Ｍ－３

中継端子盤
既設のまま

E5.5ﾟ(19)

IV14ﾟ×3(31)
　　　　(25)
配線配管撤去

2階電子入札室へ

弱電引込
既設のまま

支線柱
既設のまま

IV14ﾟ×3(31)
動力 キュービクル～発電機IV38ﾟ×3

AP8ﾟ-3C
キュービクル～
Ｐ－１Ａ(消火ポンプ)動力

動力IV14ﾟ×3 キュービクル～Ｐ－１Ｂ

IV14ﾟ×2 電灯

インペイ（19）E22ﾟ 接地 Ｄ種接地

IV14ﾟ×2 電灯 発電機盤１～Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

電灯IV5.5ﾟ×2

発電機盤１～Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）

（39） インペイ

（31） インペイ

（25） インペイ

（25） インペイ

（25） インペイ

（25） インペイ

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ：Ｍ－１
EM-CET150ﾟ、E22ﾟ：Ｍ－２
撤去

AP8ﾟ-3C(31)
配線配管撤去

IV38ﾟ×3

IV14ﾟ×2

IV14ﾟ×2

IV5.5ﾟ×2

AP8ﾟ-3C

IV38ﾟ×3 発電機～発電機盤１

E14ﾟ 接地 Ｄ種接地

動力 キュービクル～発電機IV38ﾟ×3

既設のまま接地 Ｄ種接地E38ﾟ （25） インペイ

発電機盤１～Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）
電灯
(発電回路)

動力
(発電回路)

IV14ﾟ×2

電灯IV100ﾟ×3 キュービクル～Ｌ－１Ａ

（25） インペイ

（63） インペイ

弱電 構内引込柱～庁舎 配線配管既設のまま土中（36）

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

電灯IV100ﾟ×3 キュービクル～Ｌ－２Ａ

接地 Ｄ種接地E60ﾟ （25） 既設のまま

IV150ﾟ×3 動力

IV150ﾟ×3 動力

IV150ﾟ×3

IV14ﾟ×3 キュービクル～Ｐ－３

動力

動力

電灯IV100ﾟ×3 キュービクル～Ｌ－３Ａ

CV5.5ﾟ-3C 動力

電灯
(発電回路)

IV14ﾟ×2 発電機盤１～Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

中継端子盤(発電機1次側系統CV38ﾟ
-3Cより分岐)～電算機盤(空調)

土中 予備 既設のまま（36）

インペイ

予備 既設のまま（51）×2 インペイ

インペイ（75）

インペイ（75）

（75）

（25）

インペイ

インペイ

（63） インペイ

（63） インペイ

インペイ（25）

キュービクル～Ｍ－３

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統1)
※Ｍ－１に接続替え済み、不使用

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統2)
※Ｍ－２に接続替え済み、不使用

弱電引込

IV5.5ﾟ×2 電灯
(発電回路)

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）インペイ（25）

既設のまま
庁舎用量水器

既設のまま
大口消防署菱刈分遣所用量水器

配線のみ撤去

配線のみ撤去

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

CV14ﾟ-2C：電算室UPS

CV22ﾟ-2C：電算機盤(発電回路)
撤去

撤去

インペイ（25）

既設のままインペイIV5.5ﾟ×2 （25）
電灯
(発電回路)

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

既設のまま接地 Ｄ種接地インペイE8ﾟ （19）

既設のままIV38ﾟ×3 （39） インペイ 電灯

IV5.5ﾟ×2 電灯
(発電回路)

既設のままIV38ﾟ×3 （39） インペイ 電灯

インペイ（25）

既設のまま接地 Ｄ種接地インペイE8ﾟ （19）

予備 既設のままインペイ（31）×2

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ

電灯
(発電回路) Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ（Ｇ１系統）IV5.5ﾟ×2

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ（Ｇ１系統）

Ｌ－１Ａ～Ｌ－１Ｂ

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は露出立上りのみ撤去

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

IV1.6×3、E1.6(25)

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

IV14ﾟ×2 電灯 発電機盤１～Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

IV5.5ﾟ×2

動力 キュービクル～発電機IV38ﾟ×3

電灯

IV14ﾟ×2 電灯 発電機盤１～Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

（19）

（25）

（25）

（39）

（25）

E14ﾟ 露出

露出

露出

露出

露出

接地 Ｄ種接地

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

（39）

（19）

（39）
インペイ
盤立上りは露出

インペイ
盤立上りは露出

インペイ
盤立上りは露出

配線撤去
配管は露出部のみ撤去

配線撤去
配管は露出部のみ撤去

配線撤去
配管は露出部のみ撤去

CV8ﾟ-2C(VE22)
配線配管撤去

既設のまま

IV14ﾟ×3(25)
E8ﾟ(19)

CV22ﾟ-2C(39)：電算機盤(発電回路)
CV14ﾟ-2C(25)：電算室UPS
配線配管撤去

既設のまま
防災無線用耐雷トランス5kVA

バルブ撤去しプラグ止(給水管)

排気ファンは既設のまま

基礎撤去
1150×1250×H160

ブロックマンホール内山砂充填

消火器は流用
消火器収容箱撤去

鋼製フェンスH1.8m
撤去

屋外キュービクル
撤去

土中、露出

土中、露出

土中 予備（FEP50）×2

土中 予備（FEP50）×3

既設のまま

既設のまま

既設のまま

（39） 露出

（19） 露出

（31）

（25）

（25）

（25）

露出

露出

露出

露出

動力 キュービクル～発電機

キュービクル～
Ｐ－１Ａ(消火ポンプ)

動力

電灯

電灯 発電機盤１～Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

電灯

発電機盤１～Ｌ－１Ａ（Ｇ１系統）

接地 Ｄ種接地

発電機盤１～Ｌ－１Ｂ（Ｇ３系統）

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去

配線配管撤去E22ﾟ

消火ポンプ
既設のまま

ブロックマンホール内山砂充填

撤去

撤去

駐車線

砕石敷き(再生クラッシャーラン厚さ150mm)
砕石敷き下の土(厚さ150mm)

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ(ZnGP70)：Ｍ－１
EM-CET150ﾟ、E22ﾟ(ZnGP70)：Ｍ－２

EM-CET150ﾟ、E22ﾟ×2(FEP80)

構内引込柱13-19-500(残置)
以下は撤去とする
・PAS(高圧気中開閉器)
・腕金1500B×2(アームタイ共)、腕金750
・弱電引込線以外の配線配管

CV22ﾟ-2C(31)
CV14ﾟ-2C(31)

自家用非常用発電機(撤去)
・屋内キュービクル型　鋼板
・ディーゼルエンジン 27PS
・使用燃料：軽油、燃料タンク：40 ℓ
・始動時間：10秒以内
・3φ3W200V 20kVA(16kW)
・基礎も撤去(900×1950×H160)

排気ボックス取外し(移設)(500W×500H×2000L)

ブロックマンホール寸法：1100×1100×H1500
ブロックマンホール上部躯体と蓋のみ撤去

ブロックマンホール寸法：1100×1100×H1500
ブロックマンホール上部躯体と蓋のみ撤去 コンクリート舗装

・コンクリート(厚さ150mm)
・路盤材(再生クラッシャーラン：厚さ150mm)

１階平面図　　S=1/100
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S=1/100改修前　幹線、動力設備　２階平面図

31

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

し

す

た

せ
そ

そ

す た

せ

そ

UPS

Ｌ－２Ｂ

Ｌ－２Ａ
電算機盤

(既設)
盤結線図参照

鹿児島県防災情報
ﾈｯﾄﾜｰｸ用分電盤

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

無停電電源装置入出力ケーブル接続端子盤

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

電灯
(発電回路)

IV14ﾟ×2 発電機盤１～Ｌ－２Ａ（Ｇ２系統）

IV100ﾟ×3 電灯 キュービクル～Ｌ－２Ａ

接地 Ｄ種接地インペイ（25） 既設のままE38ﾟ

予備 既設のままインペイ（31）

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

電灯IV100ﾟ×3 キュービクル～Ｌ－３Ａ

接地 Ｄ種接地インペイE60ﾟ （25） 既設のまま

予備 既設のまま（51）×2 インペイ

IV14ﾟ×3 キュービクル～Ｐ－３動力

IV150ﾟ×3

IV150ﾟ×3

IV150ﾟ×3

（63） インペイ

（25） インペイ

インペイ（75）

インペイ（75）

（75） インペイ

インペイ（25）

（63） インペイ

既設のまま

動力

動力

動力 キュービクル～Ｍ－３

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統1)
※Ｍ－１に接続替え済み、不使用

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統2)
※Ｍ－２に接続替え済み、不使用

配線リスト

CV5.5ﾟ-3C：電算機盤(空調)
撤去

CV22ﾟ-3C：電算機盤(商用)
撤去

既設のまま
CV14ﾟ-2C：電算機盤(UPS)

CV22ﾟ-2C：電算機盤(発電回路)
撤去

CV14ﾟ-2C：電算室UPS
撤去

予備 既設のままインペイ（31）×2

インペイ 既設のままIV38ﾟ×3 （39） 電灯 Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ

インペイ 既設のままIV2.0×2 （19）
電灯
(発電回路)

Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ（Ｇ２系統）

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のままE8ﾟ （19）

インペイ 既設のままIV38ﾟ×3 （39） 電灯 Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ

インペイ 既設のままIV2.0×2 （19）
電灯
(発電回路)

Ｌ－２Ａ～Ｌ－２Ｂ（Ｇ２系統）

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のままE8ﾟ （19）

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

２階平面図　　S=1/100
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S=1/100改修前　幹線、動力設備　３階、屋上平面図

32

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

た

て
と

な

な

ち

つ

に ぬ

ぬ
ぬ

ち

に

ぬ

ぬ

つ

て

と

な

Ｌ－３Ｃ

Ｌ－３Ａ Ｌ－３Ｂ

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－３

(既設)
盤結線図参照

Ｍ－３

Ｐ－１

(既設)
盤結線図参照

(既設)
盤結線図参照

Ｐ－Ｒ

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

配線リスト

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

電灯IV100ﾟ×3 キュービクル～Ｌ－３Ａ（63） インペイ

接地 Ｄ種接地インペイ（25） 既設のままE38ﾟ

予備インペイ（31） 既設のまま

種 別施  工配  管配     線記号 備    考行    先

IV14ﾟ×3 キュービクル～Ｐ－３動力

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）E5.5ﾟ

（25） インペイ

IV150ﾟ×3

IV150ﾟ×3

IV150ﾟ×3

接地 Ｄ種接地インペイ（25） 既設のままE38ﾟ

予備 既設のままインペイ（51）

インペイ（75）

インペイ（75）

（75） インペイ

動力

動力

動力

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統1)
※Ｍ－１に接続替え済み、不使用

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統2)
※Ｍ－２に接続替え済み、不使用

キュービクル～Ｐ－Ｒ(系統3)
※Ｍ－３に接続替え済み、不使用

電灯インペイIV38ﾟ×3 （39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

電灯インペイIV38ﾟ×3 （39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）E8ﾟ

電灯インペイIV38ﾟ×3 （39） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｂ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のまま（19）E8ﾟ

予備インペイ 既設のまま（31）×2

電灯インペイIV22ﾟ×3 （31） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｃ 既設のまま

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のままE14ﾟ （19）

予備インペイ 既設のまま（31）×2

電灯インペイIV22ﾟ×3 （31） Ｌ－３Ａ～Ｌ－３Ｃ 既設のまま

予備インペイ 既設のまま（31）×2

接地 Ｄ種接地インペイ 既設のままE14ﾟ （19）

既設のまま
EM-CET100ﾟ、Ｅ14ﾟ×2

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

配線撤去
配管は既設のまま

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100
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S=1/100改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備　１階平面図

33

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称
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Ｌ－１Ａ Ｌ－１Ｂ
(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照
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×
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へ
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エ

けあ
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あは

ケ
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× 1

4

書庫(2)

き

く

ほ

倉庫(1)

×え

×

1

1ほ

ケ

ケ

× 1オ

× 1

3

LED い

× 1LED あ

× 1LED ア

×

階段室(1)

2し

× 1カ

× 1オ

× 1に

林務耕地課

身障者用便所

1お ×

13

IV2.0×2(19)

IV2.0×4(25)

IV2.0×5(25)

B

A

1

4

F

2 33

3

F

32

3

A 21

4

IV2.0×2(19)

33

IV2.0×2(19)
31

31

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

IV2.0×5(25)
既設のまま

※薄線は既設のままを示す。

(25)IV1.6×6

(19)IV2.0×3

IV2.0×5 (25)

既設のまま

既設のまま

(19)IV1.6×3

IV1.6×4 (25)

既設のまま

既設のまま

IV1.6×5 (25) 既設のまま

(19)
配線撤去
配管は既設のまま

IV2.0×2

VVF1.6-3C(1C:E) 撤去

IV1.6×2

(19)

照明器具リスト

う

え

お

か

き

く

け

こ

い 露出型 FL40W×2

露出型 FL20W×1

露出型 FL20W×2

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

あ

記号

露出型 FL40W×1 :撤去

仕　　　　　　様 記号 仕　　　　　　様 記号 仕　　　　　　様 記号 仕　　　　　　様 記号 仕　　　　　　様

さ

し

す

せ

そ

吊下型 FL40W×1

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

た

ち

つ

と

て

ペンダント IL10W×1

ペンダント IL100W×1

レセプタクル IL40W×1

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

な

に

ぬ

ね

の

は

露出型 FL40W×1 SUS,WP

露出型 FL20W×1 SUS,WP

ブラケット IL60W×1 SUS,WP

ひ

ふ

へ

ほ

スポットライト IL150W×1

露出型 Hf32W×1

露出型 Hf32W×2

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

ア

イ

ウ

露出型 FL40W×1 非常照明兼用型

エ

オ

カ

キ

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

:撤去

避難口誘導灯 吊下型 FL20W×1 中型 片面表示
吊下ポール長：1.3m

LED あ 露出型 LED 3200lm

LED イ

LED ウ

避難口誘導灯 壁付型 LED B級BL形 :既設のまま

:既設のまま露出型 FL15W×1 ミラーライト

:撤去

:撤去ク

ケ 露出型 Hf63W×1 非常照明兼用型

LED い 露出型 LED 5200lm :取外し(移設)

:撤去

:既設のまま

う

あ

え

く

ぬ

ぬ

LED い

露出型 FL20W×1 標示灯(白文字、赤地)
『使用中』『放送中』

に

配線撤去
配管は既設のまま

(25)IV2.0×4
配線撤去
配管は既設のまま

(25) 配線撤去
配管は既設のまま

IV1.2×8

5

6

ブラケット IL5W×1 SUS,WP 非常用進入口赤色表示灯

避難口誘導灯 直付型 FL20W×1 中型

埋込型 FL20W×2 非常照明兼用型 埋込寸法：650×300

LED ア 露出型 LED 3200lm 非常照明兼用型 :既設のまま

非常呼出表示盤

エ

露出型 IL40W×1　防湿・防雨型

(19)HIV1.6×2

既設のまま

既設のまま

注記)図中特記なき配線は下記による。

例：

露出型 FL20W×1 キッチンライト 手元スイッチ付

埋込型 FL40W×2 埋込寸法：1250×300

埋込型 FL40W×6 埋込寸法：1250×1250

埋込型 FL20W×2 埋込寸法：650×300

埋込型 FL20W×5 埋込寸法：650×650

通路誘導灯 天井付型 LED B級BL形 両面表示

通路誘導灯 天井型 FL20W×1 中型 両面表示

埋込型 FL40W×1  黒板灯 埋込寸法：1250×250 ブラケット Hf32W×1 非常照明兼用型 階数表示付

非常照明 ダウンライト IL20W×1　埋込寸法：φ150

非常照明 ダウンライト IL40W×1　埋込寸法：φ200

ダウンライト MF100W×1 AC200V　埋込寸法：φ300

ダウンライト IL100W×1　埋込寸法：φ200

埋込型 FL40W×1 埋込寸法：1250×190

露出型 FL20W×1 標示灯(黒文字、白地)『開会中』

埋込型 FL40W×3 埋込寸法：1250×300

埋込型 FCL40W+30W SUS,WP 埋込寸法：φ600

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

１階平面図　　S=1/100
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(2)
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書庫(2) 書庫(1) 会計課分室
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湯沸室

女子便所

男子便所

通路

長寿支援課分室

玄関ホール

倉庫(1)

林務耕地課 地域総務課

農業委員会事務局

指定金融機関室
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身障者用
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S=1/100改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備　２階平面図
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担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

×

×

1

1

階段室(2)

×

×

×

1

2

4

×

×

×

1

2

第１会議室

2

× 1

×

×

×

1

1

× 2

更衣室

×

× 1

女子便所

3

×

× 1

男子便所

2

×

×

×

1

2

2

第２会議室

×

×

2×

×

1

1

放送機械室

×

×

1

教育長室

4

× 2

倉庫(3)

× 1

屋外

ほ

ほ

ほほほ

エ

ほ 12

エ

電子入札室

オ

オエエエ

ウ

ぬ

へ

へ

お

おカ

× 1LED ウ

× 1LED イ

2
湯沸室

え

い

い

あ

こここ

×

電算室

2

×

× 1

印刷室

2

エ

い

へ

×

ケ

×

×

学校教育課

8

2

×

×

農政課

ほ ほ

エ エ

×

×

建設課

ほ

エ

×

×

ほ

エ

12812

3 2 3

都市整備課

ケ

階段室(1)

2

廊下

× 12へ

×に 1
農政課

教育総務課

IV1.6×3(19)

IV2.0×2(19)

IV1.6×5(25)

IV2.0×2(19)

IV2.0×4(25)

IV1.6×4(25)

4

5

1 31 A 2

6

3

5

3

1 A 20

2

4

IV2.0×2(19)
既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

IV2.0×5(25)
既設のまま

IV2.0×5(25)
既設のまま

ウ

に

例：

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

２階平面図　　S=1/100

PS

AD

PS

PS
ES

ES

ESES

ロッカー
AD

PS

階段室
(2)

農政課 建設課 学校教育課

廊下

第１会議室

第２会議室
倉庫(3)

電算室

放送機械室

階段室(1)

女子便所

男子便所

更衣室 教育長室
電子入札室

湯沸室

農政課

教育総務課

都市整備課

印刷室

7
0
0

3
,7
0
0

2
,
26
5

2
,5
3
5

1
,4
0
0

2
,
80
0

Ｂ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

3,100 5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

59,500

5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

2
,
60
0

7,
0
00

1
6,
0
00

9
,0
0
0



S=1/100改修前　電灯(照明、非常照明、誘導灯)設備　３階、屋上平面図
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担当検図 製図
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図面名称
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一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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例：

※非常発電回路の照明器具は
ハッチングで示す。

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100
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S=1/100改修前　電灯(コンセント)設備　１階平面図

36

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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(25)
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2
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2
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2

2

2
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2

2

2

2

2

2

2ET
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2

E

2E
2

R

2

2E

2

2

2E

4E
4E

2

2
2

2
2

2 CP

4E

CP

CP

2

2 20A30A

2E

2

3

2

4E

2E

4E

R2

2 G2E
G2E

2ELK

2

ET

ET

WP

R2

ET

2ET

2

2ELK

ET

4E

ET

E

2E
2E

2E
2E
2E

4E 4E

2E
2E

Ｌ－１ＢＬ－１Ａ

(既設)
盤結線図参照

発電機盤1

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

8

11

6 8

11 12

C

D

E

41

13

16

7

14

17

20

12

19

10

42

9
21

以降構内線路図参照

18

18

冷

複合機用

5

(L-1A)

(L-1A)

9

32

10

25

2次側接続なし

2次側接続なし

B

撤去

電算機盤17

13

4

コンセントのみ撤去(取替)

電算機盤5

24

Ｌ－１Ｂ24

32

Ｌ－１Ｂ

コンセントのみ撤去(取替)

電算機盤4

電算機盤

電算機盤16

13

2 13 22

電算機盤

電算機盤

5 17 25

7

7

(L-1B)

(L-1B)

31

31

電算コントロール指令装置

Ｌ－１Ｂ

8

コンセントのみ撤去(取替)

4 16

電算機盤

Ｌ－１Ｂ

16

Ｌ－１Ｂ

18

25 Ｌ－１Ｂ

17

15

既設のまま
VVF2.0-3C(1C:E)

電算機盤2

コンセントのみ撤去(取替)

メタルモール(A型)のみ撤去(取替)

注記)図中特記なき配線は下記による。

※薄線は既設のままを示す。
※配線傍記(MA)はメタルモールA型、(MB)はB型を示す。

既設のままIV2.0×4

(19) 既設のままIV2.0×2、E2.0

既設のままIV2.0×4、E2.0

(25)

(25)

既設のままIV2.0×2 (25)

既設のまま(19)IV2.0×2

既設のまま(19)IV1.6×2 既設のまま(25)VVF2.0-3C(1C:E)

(19) 既設のまま

既設のままIV2.0×6 (25)

既設のままIV2.0×4

既設のままIV5.5ﾟ×2

既設のまま(19)IV2.0×2

既設のままIV2.0×2

(25)

(25)

(25)

既設のままIV5.5ﾟ×2、E2.0 (25)

IV1.6×2

VVF2.0-3C(1C:E) 撤去

既設のまま

既設のまま

冷凍庫、冷蔵庫用
撤去

コンセントのみ撤去(取替)

コンセントのみ撤去(取替)

電算機盤22

コンセントのみ撤去(取替)

コンセントのみ撤去(取替)

電算機盤25

コンセントのみ撤去(取替)
電算機盤25

コンセントのみ撤去(取替)

撤去
VVF2.0-2C(ワイヤプロテクタ)

非常呼出表示盤

撤去
VVF2.0-2C(ワイヤプロテクタ) 露出スイッチボックス(1個用樹脂)も撤去

例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。

VVF2.0-2C、
VVF2.0-3C(1C:E)

VVF2.0-2C×2、
VVF2.0-3C(1C:E)

１階平面図　　S=1/100
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改修前　電灯(コンセント)設備　２階平面図
S=1/ 50
S=1/100
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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盤結線図参照

鹿児島県防災情報
ﾈｯﾄﾜｰｸ用分電盤

(既設、改修)
盤結線図参照 (既設、改修)

盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照
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8
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7
7
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1112

7

9

14 8 1615

18

電算室
平面
詳細図
参照

10
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C

18 33
16

23 6
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コンセントのみ撤去(取替)
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電算機盤
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E

14
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12 13
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Ｌ－２Ｂ

Ｌ－２Ａ
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33

撤去(取替)

既設のまま
VVF2.0-3C(1C:E)

Ｌ－１Ｂ15

28
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6

1

12

19

20

21

30

14

26

27

コンセントのみ撤去(取替)

コンセントのみ全て撤去(取替)

OA内コロガシ配線

例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。

２階平面図　　S=1/100

電算室平面詳細図　　S=1/50
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S=1/100

38

改修前　電灯(コンセント)設備　３階、屋上平面図

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

(MA)

F

222

2

22

2E 2

2

2

2

2

2

22

22

2 2
S

2
2

2 2

2 2

2

22

AC

2

2E

2
2

2ET

2

2

2E

2E 2E

2

2
2

2

2

2
2E

2

2E

TV盤

Ｌ－３Ｃ

Ｌ－３Ａ Ｌ－３Ｂ(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

(既設、改修)
盤結線図参照

5

11

8

7

6

既設のまま
IV2.0×2(19)

9
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8

9

12

6

10

3

(L-3B)

電算コントロール指令装置

既設のまま
IV2.0×2(19)

既設のまま
VVF1.6-3C(1C:E)(25)

13

例：

※非常発電回路のコンセントは
ハッチングで示す。

３階平面図　　S=1/100

屋上平面図　　S=1/100
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S=1/100改修前　拡声、自動火災報知設備　１階平面図
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設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事
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2
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CPCCPCCPC

取外し(移設)

※薄線は既設のままを示す。

注記)図中特記なき配線は下記による。

自動火災報知設備

拡声設備

IV1.2×2

既設のままHIV1.2×3 (19)

(19) 既設のままHIV1.2×2

HIV1.2×5 (19)

(19)

既設のままHIV1.2×4 (19)

カバープレート、ウラボックス撤去

配線撤去
配管は既設のまま

既設のまま

AE1.2-4C 既設のまま

１階平面図　　S=1/100
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改修前　拡声、自動火災報知設備　２階平面図 S=1/100

40

設 備 共 同 プ ラ ン有限会社

〒890-0061
鹿児島市天保山町4－6第2秀英社ビル201号

TEL(099)298-5750
FAX(099)298-5751

担当検図 製図

検印 業務名称

図面名称

図面番号日付

縮尺一級建築士事務所　
知事登録第 1-4-6 号
一級建築士登録番号
第 160627 号

令和7年12月菱刈庁舎電気設備･高圧受変電設備等改修工事

40

Ｎ

H H H H HH

H

H

H

H
H

H

H

H H

HHH

3 4

2
2 2

A
M
P

CPC CPC CPC

CPC

CPCCPCCPC

取外し

取外し

取外し(移設)

取外し取外し取外し

取外し(移設)取外し(移設)

カバープレート、ウラボックス撤去 カバープレート、ウラボックス撤去

カバープレート、ウラボックス撤去

２階平面図　　S=1/100

AD

PS
ES

女子便所

男子便所

PS
PS

PS

放送機械室

ES

ES

ES

AD

階段室(1)

階段室(2)

湯沸室

教育総務課

農政課 第１会議室

第２会議室

倉庫(3)

電算室

印刷室

電子入札室

建設課

都市整備課

廊下

農政課

教育長室

更衣室

学校教育課

7
0
0

3
,7
0
0

2
,
26
5

2
,5
3
5

1
,4
0
0

2
,
80
0

Ｂ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

3,100 5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

59,500

5,950 5,950 5,950 5,950 5,950

2
,
60
0

7,
0
00

1
6,
0
00

9
,0
0
0


